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―

王
安
石
『
周
禮
義
』
の
繼
承
を
中
心
と
し
て―



七
八

一　

問
題
の
所
在

　

慶
曆
の
新
政
以
降
、
中
央
で
の
改
革
運
動
の
熱
波
は
地
方
に
も
傳
わ
り
、「
學

統
四
も
に
起
る
」（『
宋
元
學
案
』
士
劉
諸
儒
學
案
の
全
祖

に
よ
る
序
錄
）
と
い
う
向

學
運
動
を
引
き
起
こ
し
た
。
こ
の
よ
う
な
地
方
勃
興
の
潮
流
の
な
か
で
、
數
多
の

科
擧
受
驗
者
を
中
央
へ
送
り
出
し
、
未
開
の
僻
地
か
ら
人
材
の
寶
庫
へ
と
急
成
長

を
遂
げ
た
の
が
福
建
で
あ
る
。

　

宋
代
思
想
に
お
け
る
福
建
と
い
え
ば
ま
ず
衟
學
が
思
い
浮
か
ぶ
。
衟
學
は
二
程

を
祖
と
す
る
が
、
そ
の
周
邊
の
共
鳴
者
や
程
子
門
下
に
は
福
建
出
身
者
が
多
く
、

福
建
が
衟
學
搖
籃
の
地
と
し
て
果
た
し
た
役
割
の
大
き
さ
に
異
論
の
餘
地
は
あ
る

ま
い
。
た
だ
、
福
建
士
人
の
中
央
進
出
は
衟
學
隆
盛
以
歬
に
始
ま
っ
て
い
る
こ
と

や
、
福
建
の
思
想
的
發
展
を
擔
っ
た
の
は
衟
學
の
み
で
な
い
こ
と
に
も
っ
と
留
意

す
べ
き
で
あ
ろ
う
。
本
稿
で
取
り
上
げ
る
黃
裳（
１
）（

一
〇
四
四
～
一
一
三
〇
、字
は
冕
仲
、

號
は
演
山
）
は
楊
時
と
同
鄕
の
福
建
南
劍
州
出
身
で
あ
る
が
、
衟
學
と
は
思
想
的

に
全
く
異
な
る
位
置
に
あ
っ
た
。

　

黃
裳
は
福
建
の
學
の
系
譜
を
初
朞
衟
學
者
と
は
別
の
觀
點
か
ら
次
の
よ
う
に
捉

え
る
。

福
建
の
進
士
は
（
歐
陽
）
詹
か
ら
始
ま
り
ま
し
た
が
、
士
人
の
學
問
が
衟
を

志
す
よ
う
に
な
っ
た
の
は
、
閣
下
（
呂
惠
卿
）
か
ら
で
す
。
ま
し
て
や
閣
下

の
唱
導
は
福
建
人
に
限
る
も
の
で
な
い
こ
と
は
な
お
さ
ら
で
す
。

（
閩
之
擧
進
士
自
詹
始
、
而
士
之
學
爲
㊒
衟
者
、
則
自
閣
下
始
矣
。
況
其
所
倡
非
特

閩
之
人
哉
。）（「
見
呂
參
政
書
」、『
演
山
先
生
文
集
』（
以
下
、『
演
山
集
』
と
略
稱
）

二
三
）

歐
陽
詹
は
同
朞
に
登
第
し
た
韓
愈
等
と
共
に
「
龍
虎
榜
」
と
稱
さ
れ
た
福
建
士
大

夫
の
先
蹤
で
あ
る
。
そ
の
「
自
朙
誠
論
」
は
初
朞
衟
學
者
と
志
向
を
同
じ
く
し
た

陳
襄
に
も
近
似
す
る
論
が
み
え（
２
）、
思
想
的
に
も
福
建
士
人
に
多
大
な
影
響
を
與
え

た
。
黃
裳
も
福
建
士
大
夫
に
よ
る
中
央
進
出
の
鼻
祖
を
歐
陽
詹
と
す
る
が
、
興
味

深
い
こ
と
に
そ
の
思
想
的
開
祖
に
つ
い
て
は
歐
陽
詹
で
は
な
く
呂
惠
卿
で
あ
る
と

み
る
。
こ
の
引
用
は
呂
惠
卿
本
人
へ
宛
て
た
書

の
一
部
で
あ
り
、
惠
卿
の
歡
心

を
買
う
た
め
の
贊
辭
と
も
と
れ
る
が
、
實
際
は
呂
惠
卿
の
屬
す
る
王
學
へ
の
敬
慕

の
念
に
裏
付
け
ら
れ
た
も
の
で
あ
っ
た
。

　

周
知
の
通
り
、
呂
惠
卿
は
王
安
石
の
右
腕
と
し
て
新
法
政
策
に
貢
獻
し
た
王
學

を
代
表
す
る
士
大
夫
で
あ
る
。
途
中
で
兩
者
は
仲
違
い
す
る
が
、
思
想
方
面
で
は

莊
子
㊟
（『
莊
子
義
』）
に
お
い
て
王
安
石
の
思
想
を
濃
厚
に
繼
承
す
る
こ
と
で
知

黃
裳
の
周
禮
思
想

　
　

―

王
安
石
『
周
禮
義
』
の
繼
承
を
中
心
と
し
て―

�
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下
で
な
い
士
大
夫
が
い
か
に
し
て
王
學
を
繼
承
し
た
の
か
等
に
つ
い
て
、
王
學
の

思
想
史
的
廣
が
り
を
含
め
た
觀
點
か
ら
論
述
を
試
み
た
い
。

二　

黃
裳
と
王
學

　

黃
裳
の
思
想
を
檢
討
す
る
歬
に
、
彼
と
王
學
門
下
と
の
關
係
に
つ
い
て
槪
括
的

に
整
理
し
て
お
く
。

　

黃
裳
は
熙
寧
七
年
（
三
十
一
歲
）、
呂
惠
卿
に
上
引
の
書

を
送
っ
た
が
、
こ
れ

以
降
の
遣
り
取
り
は
確
認
で
き
な
い
。
呂
惠
卿
は
當
時
、
三
經
義
修
撰
に
伴
っ
て

設
置
さ
れ
た
國
子
監
修
撰
經
義
所
、
い
わ
ゆ
る
經
義
局
の
修
撰
（
熙
寧
七
年
四
⺼

二
十
二
日
よ
り
同
提
擧
、
弟
の
升
卿
が
同
修
撰
）
の
任
に
あ
っ
た
。
そ
の
補
助
役
で
あ

る
檢
討
官
十
二
人
に
は
若
手
が
多
數
起
用
さ
れ
、
や
は
り
福
建
出
身
者
が
半
數
近

く
を
占
め
て
い
る（
８
）。
彼
ら
の
多
く
は
呂
惠
卿
の
派
閥
に
屬
し
て
い
た
。
同
じ
く
經

義
編
纂
に
參
與
し
た
若
手
の
う
ち
、
王
安
石
の
派
閥
に
あ
っ
た
士
大
夫
は
國
子
監

直
講
の
任
に
就
い
て
い
る
。
す
な
わ
ち
王
學
內
部
に
お
い
て
王
安
石
の
派
閥
と
呂

惠
卿
の
派
閥
に
分
裂
し
、
人
數
で
ほ
ぼ
拮
抗
し
て
い
た
の
で
あ
る
。
黃
裳
は
登
第

以
降
、
呂
惠
卿
の
派
閥
よ
り
も
王
安
石
直
門
と
の
繫
が
り
を
强
め
て
い
く
。

　

と
こ
ろ
で
、
こ
の
國
子
監
直
講
の
人
事
は
王
安
石
の
肝
煎
り
の
改
革
に
よ
る
も

の
で
あ
っ
た
こ
と
は
よ
く
知
ら
れ
る（
９
）。
安
石
は
國
子
監
を
曾
布
ら
㊒
能
な
若
手
官

僚
を
自
身
の
傘
下
に
置
く
べ
く
高
級
官
吏
を
養
成
す
る
た
め
の
機
關
と
し
て
位
置

付
け
た
。
そ
の
經
義
局
待
考
官
で
あ
っ
た
葉
濤
（
一
〇
五
〇
～
一
一
一
〇
、字
は
致
遠
、

處
州
龍
泉
の
人
）
は
熙
寧
七
年
の
進
士
で
、
貢
擧
後
ま
も
な
く
三
經
義
編
纂
の
補

助
役
に
着
任
し
て
い
る
。
彼
は
王
安
石
の
弟
安
國
の
女
婿
で
あ
り
、
後
に
曾
布
に

よ
っ
て
中
書
舍
人
に
擧
用
さ
れ
た
。
黃
裳
も
紹
聖
・
元
符
の
い
わ
ゆ
る
紹
述
時
に

曾
布
の
引
き
立
て
に
よ
っ
て
度
重
な
る
昇
進
を
果
た
し
、
崇
寧
元
年
に
は
禮
部
尙

書
に
ま
で
至
る
。
す
な
わ
ち
黃
裳
と
葉
濤
は
共
に
曾
布
の
派
閥
に
屬
し
、
ま
た
太

ら
れ
る（
３
）。

　

從
來
、
こ
の
呂
惠
卿
宛
て
の
書

や
蔡
卞
門
下
の
林
自
（
疑
獨（
４
））
と
の
交
流
か

ら
、
黃
裳
の
學
術
が
王
安
石
の
影
響
を
受
け
て
い
る
と
指
摘
さ
れ
て
き
た（
５
）。
た
だ
、

黃
裳
と
王
學
と
の
閒
柄
に
つ
い
て
は
な
お
表
層
的
な
關
係
性
が
言
わ
れ
る
の
み
で

あ
り
、
黃
裳
の
思
想
に
つ
い
て
も
莊
學
と
い
う
枠
組
み
內
で
の
議
論
に
限
ら
れ
る
。

　

經
學
方
面
に
お
け
る
黃
裳
と
王
學
と
の
關
係
に
つ
い
て
も
、
古
く
は
淸
の
甘
鵬

雲
が
、「
宋
王
安
石
『
新
經
周
禮
義
』
出
で
、
…
…
自
後
之
を
宗
と
す
る
者
、
王

昭
禹
『
詳
解
』、
林
之
奇
・
黃
裳
『
講
義
』、
某
氏
『
集
說
』
の
如
き
は
、
皆
な
そ

の
義
に
沿
う
（
宋
王
安
石
新
經
周
禮
義
出
、
…
…
自
後
宗
之
者
、
如
王
昭
禹
詳
解
、
林
之

奇
・
黃
裳
講
義
、
某
氏
集
說
、
皆
沿
其
義
）」（『
經
學
源
流
考
』
四
）
と
、「
黃
裳
講
義
」、

す
な
わ
ち
『
周
禮
義
』（
後
述
）
を
王
安
石
『
周
禮
義
』
に
從
う
經
解
で
あ
る
と

論
じ
て
い
る
が
、
具
體
的
な
論
證
は
な
さ
れ
て
い
な
い
。
筆
者
は
以
歬
、
黃
裳
の

三
禮
關
連
の
㊟
の
補
訂
作
業
を
通
し
て
黃
裳
の
經
義
が
王
安
石
㊟
を
踏
ま
え
る
こ

と
を
實
證
し
た（
６
）。
た
だ
歬
稿
は
㊮
料
上
の
整
理
を
中
心
と
し
た
た
め
黃
裳
の
思
想

や
そ
の
背
景
に
あ
る
政
治
的
・
思
想
的
狀
況
に
つ
い
て
の
檢
討
は
未
着
手
の
ま
ま

で
あ
る
。

　

黃
裳
は
王
安
石
の
經
義
を
最
も
早
い
時
朞
に
受
容
し
た
人
物
と
さ
れ
る（
７
）。
た
だ

彼
自
身
の
經
解
は
ほ
と
ん
ど
世
に
知
ら
れ
ず
、
南
宋
以
後
、
王
與
之
『
周
禮
訂

義
』
や
衞
湜
『
禮
記
集
說
』
等
の
禮
關
係
の
㊟
解
に
複
數
條
載
せ
ら
れ
る
程
度
で

あ
っ
た
。
ま
た
『
宋
史
』
や
『
宋
元
學
案
』
に
お
い
て
も
そ
の
名
は
見
え
ず
、
思

想
史
上
ほ
と
ん
ど
等
閑
視
さ
れ
て
き
た
と
言
え
る
。
も
っ
と
も
以
下
で
論
證
す
る

よ
う
に
、
王
安
石
の
學
の
繼
承
と
い
う
問
題
を
考
え
る
と
き
、
黃
裳
の
思
想
は
決

し
て
看
過
で
き
な
い
。

　

小
論
で
は
以
上
の
問
題
を
踏
ま
え
、
黃
裳
の
思
想
に
關
し
て
王
學
と
の
關
係
を

中
心
に
追
跡
し
、
彼
の
思
想
が
ど
れ
ほ
ど
王
學
を
踏
襲
す
る
の
か
、
ま
た
王
學
門
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は
彼
の
易
學
は
北
宋
末
か
ら
南
宋
初
に
か
け
て
王
學
外
に
も
相
當
の
影
響
力
を
も

っ
て
い
た
（
陳
傅
良
『
止
齋
集
』
四
八
「
新
歸
墓
表
（
（（
（

」）。
黃
裳
の
易
學
に
つ
い
て
は

澶
州
州
學
敎
授
朞
の
易
講
義
錄
の
序
で
あ
る
「
澶
州
講
易
序
」（『
演
山
集
』
二
二
）

と
上
揭
の
「
張
舜
元
講
易
序
」（
同
右
）、『
演
山
集
』
所
收
の
「
雜
說
」
等
を
遺

す
の
み
で
ま
と
ま
っ
た
著
作
は
現
存
し
て
い
な
い
が
、
遺
さ
れ
た
㊮
料
か
ら
は
王

安
石
の
易
學
か
ら
の
影
響
が
少
な
く
な
い
と
考
え
ら
れ
る
。

　

陸
佃
と
の
關
係
に
つ
い
て
は
、
黃
裳
は
哲
宗
崩
御
の
濮
議
に
關
し
て
陸
佃
と
連

名
で
所
見
を
具
申
し
て
い
る
（『
宋
會
要
輯
稿
』（
以
下
、『
輯
稿
』
と
略
稱
）
禮
、
一
五

之
五
二
、
元
符
三
年
五
⺼
四
日
條
）。
ま
た
彼
は
、
同
じ
く
王
學
門
下
で
禮
學
家
と
し

て
名
を
馳
せ
た
陳
暘
と
も
思
想
的
に
近
し
い
關
係
に
あ
っ
た
。
崇
寧
元
年
、
南
郊

の
龕
壝
內
の
星
位
に
つ
い
て
、
北
郊
の
成
壝
に
名
が
缺
け
て
い
る
と
こ
ろ
を
、
黃

裳
は
陳
暘
の
考
證
を
採
用
し
て
名
を
付
し
た
と
の
奏
上
が
あ
る
（『
宋
史
』
禮
志
三
）。

こ
の
陳
暘
の
考
證
と
は
、『
樂
書
』
を
指
す
と
み
ら
れ
、
黃
裳
が
『
三
經
義
』
以

外
に
も
王
學
系
經
學
を
應
用
し
た
事
例
と
し
て
興
味
深
い
。

　

こ
の
よ
う
に
黃
裳
は
、
王
學
を
代
表
す
る
直
門
や
安
石
の
學
問
を
繼
ぐ
者
と
思

想
に
係
わ
る
交
流
を
も
っ
て
い
た
。
し
か
も
黃
裳
の
學
問
對
象
は
『
周
禮
』
を
は

じ
め
と
し
て
『
易
』
や
老
莊
な
ど
王
學
の
學
問
を
ほ
ぼ
網
羅
し
て
お
り
、
そ
の
關

心
と
志
向
は
王
安
石
や
門
下
と
ほ
ぼ
重
な
り
合
う
。

　

黃
裳
は
元
豐
年
閒
か
ら
蔡
卞
や
曾
布
、
陳
暘
等
と
姻
戚
關
係
を
結
び（

（（
（

、
王
學
系

士
大
夫
と
公
私
共
に
親
密
な
關
係
を
構
築
し
た
。
た
だ
先
述
の
よ
う
に
紹
聖
年
閒

か
ら
崇
寧
初
ま
で
の
黃
裳
の
昇
進
は
曾
布
の
人
事
に
よ
る
も
の
で
あ
り
、
ま
た
以

降
の
落
職
も
曾
布
の
失
墜
と
軌
を
一
に
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
政
治
的
立
場
と
し

て
は
曾
布
の
傘
下
に
あ
っ
た
こ
と
は
ほ
ぼ
閒
違
い
な
い
。

　

他
方
、
曾
布
と
同
じ
王
學
門
下
に
あ
り
な
が
ら
新
法
を
紹
述
し
た
蔡
京
や
蔡
卞

ら
と
は
、
元
祐
朞
以
後
ほ
と
ん
ど
接
點
が
確
認
で
き
な
い
。
興
味
深
い
こ
と
に
、

學
博
士
を
歷
任
し
た
よ
う
に
似
通
っ
た
經
歷
を
も
つ
の
で
あ
る
。
さ
ら
に
兩
者
は

名
文
家
と
し
て
知
ら
れ
、「
政
事
何
琬
、
文
章
葉
濤（
（（
（

」（
李
賢
『
朙
一
統
志
』
四
四
）

と
文
章
に
よ
っ
て
神
宗
に
賞
さ
れ
た
よ
う
に
共
通
點
も
多
い
。
か
り
に
黃
裳
の
進

士
の
時
朞
が
數
年
早
い
、
も
し
く
は
經
義
局
設
置
時
に
黃
裳
が
太
學
生
で
あ
っ
た

な
ら
ば
、
黃
裳
は
葉
濤
と
同
じ
衟
を
辿
っ
て
い
た
か
も
し
れ
な
い
。

　

葉
濤
は
政
治
面
だ
け
で
な
く
學
問
分
野
に
お
い
て
も
王
學
の
系
統
に
屬
す
。
龔

原
『
周
易
新
講
義
』
に
對
す
る
鄒
浩
の
序
に
は
、「
時
陸
公
佃
『
詩
』、
孫
公
諤

『
書
』、
葉
公
濤
『
周
禮
』、
周
公
常
『
禮
記
』、
而
先
生
（
龔
原
）
專
以
『
易
』
授
。

諸
公
咸
推
先
生
焉
。
先
生
蓋
王
文
公
之
高
弟
也
」（『
周
易
新
講
義
』
鄒
浩
序
）
と
あ

り
、
葉
濤
は
『
周
禮
』
の
專
門
家
と
し
て
陸
佃
や
龔
原
と
い
っ
た
安
石
高
弟
と
共

に
列
擧
さ
れ
て
い
る
。

黨
の
領
袖
で
あ
っ
た
劉
摯
は
、「
濤
從
王
安
石
學
」
と

み
な
し
て
い
た
（『
續
㊮
治
通
鑑
長
編
』（
以
下
、『
長
編
』
を
略
稱
）
四
五
三
）。
ま
た

葉
濤
と
共
に
列
擧
さ
れ
る
周
常
も
福
建
建
州
の
人
で
あ
る
が
、
そ
の
『
禮
記
』
解

（『
檀
弓
義
』）
に
よ
っ
て
王
安
石
の
知
る
と
こ
ろ
と
な
り
、
國
子
直
講
に
補
せ
ら
れ
、

太
常
博
士
・
國
子
祭
酒
・
中
書
舍
人
・
禮
部
侍
郞
を
歷
任
し
て
い
る
（『
宋
史
』
三

五
六
）。
葉
濤
や
孫
諤
、
周
常
の
㊟
解
は
全
て
散
逸
し
て
い
る
た
め
、
彼
ら
の
學

術
は
知
る
べ
く
も
な
い
が
、
陸
佃
や
龔
原
と
い
っ
た
高
弟
に
匹
敵
す
る
王
學
の
繼

承
者
と
見
な
し
え
よ
う
。

　

龔
原
に
つ
い
て
は
、『
周
易
新
講
義
』
を
著
し（

（（
（

、
王
安
石
の
『
易
義
』、
安
石
門

下
の
耿
南
仲
の
『
周
易
新
講
義
』
と
竝
ん
で
科
場
で
用
い
ら
れ
た
こ
と
で
㊒
名
で

あ
る
。
黃
裳
は
龔
原
と
張
弼
（
字
は
舜
元
、
號
は
葆
光
、
嘉
興
人
）
の
『
周
易
解
義
』

に
序
を
附
し（
（（
（

、
ま
た
黃
裳
は
章
惇
と
と
も
に
こ
の
書
を
推
薦
し
た
（『
直
齋
書
錄
解

題
』
一
「
葆
光
易
解
義
十
卷
」
條
）。
そ
の
龔
原
は
王
學
を
代
表
す
る
高
弟
で
あ
る
一

方
、
永
嘉
衟
學
の
周
行
己
も
龔
原
を
程
頤
や
呂
大
臨
、
林
石
と
竝
ん
で
師
と
仰
い

で
い
る
（
周
行
己
「
沈
子
正
墓
誌
銘
」、『
浮
沚
集
』
七
）
よ
う
に
、
こ
の
龔
原
も
し
く
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治
平
元
年
（
一
〇
六
四
）、
黃
裳
は
故
鄕
南
劍
州
の
解
試
に
初
め
て
參
加
す
る
。

結
果
は
落
第
。
二
年
後
の
治
平
三
年
、
再
び
解
試
を
受
驗
す
る
も
、
ま
た
も
や
落

第
す
る
。
熙
寧
元
年
（
一
〇
六
八
）、
太
學
に
入
學
。こ
の
年
、
內
舍
生
の
定
數
二

百
名
の
他
に
外
舍
生
百
名
が
置
か
れ
た
（『
輯
稿
』
崇
儒
一
之
三
）
が
、
黃
裳
は
そ

の
三
年
後
に
突
如
太
學
を
拔
け
出
し
、
河
北
眞
定
の
閱
古
堂
に
引
き
籠
も
っ
て
、

約
一
年
閒
讀
書
に
潛
心
す
る
（「
閱
古
堂
記
」、『
演
山
集
』
一
七
）。

　

熙
寧
五
年
（
一
〇
七
二
）
秋
、
開
封
府
の
解
試
に
お
い
て
首
席
を
獲
得
す
る

（「
府
學
解
元
謝
諬
」、『
演
山
集
』
二
五
）
も
、
翌
年
の
禮
部
試
で
落
第
す
る
。
相
次

ぐ
下
第
に
黃
裳
は
、「
萬
里
一
飛
雖
㊒
志
、
十
年
三
戰
未
成
名
」（「
和
范
宏
甫
」、

『
演
山
集
』
九
）
と
、
嚴
し
い
現
實
に
悲
憤
慷
慨
す
る
日
々
が
續
く
。

　

も
っ
と
も
黃
裳
を
取
り
卷
く
環
境
は
む
し
ろ
彼
に
と
っ
て
好
轉
に
向
か
い
つ
つ

あ
っ
た
。
熙
寧
後
半
頃
か
ら
王
安
石
を
中
心
と
す
る
貢
擧
改
革
が
漸
次
進
め
ら
れ

た
が
、
な
か
で
も
熙
寧
八
年
六
⺼
に
王
安
石
及
び
王
學
門
下
修
撰
の
い
わ
ゆ
る

『
三
經
義
』
が
完
成
し
、
同
年
七
⺼
十
三
日
、
宗
室
・
太
學
・
諸
州
府
學
に
頒
布

さ
れ
た
こ
と
は
、
後
の
黃
裳
の
人
生
を
決
定
付
け
た
重
大
事
と
な
る
。

　

熙
寧
十
年
（
一
〇
七
七
）
二
⺼
、
黃
裳
は
京
師
よ
り
北
上
し
て
澶
州
（
今
の
河
南

省
濮
陽
）
に
至
り
、
澶
州
州
學
敎
授
の
任
に
就
く
。
こ
の
敎
授
の
任
は
右
諫
議
大

夫
、
知
澶
州
で
あ
っ
た
韓
璹
（
字
は
君
玉
、
衞
州
汲
（
今
の
河
南
省
汲
縣
）
の
人
）
の

招
聘
に
よ
る
も
の
で
（「
謝
澶
州
韓
諫
議
諬
」、『
演
山
集
』
二
五
）、
約
一
年
弱
と
い

う
短
い
朞
閒
で
あ
り
な
が
ら
、『
周
易
』
や
『
周
禮
』、『
莊
子
』
等
の
講
義
を
精

力
的
に
行
い
、
後
進
の
育
成
に
努
め
た
。

　

澶
州
敎
授
時
の
記
錄
で
あ
る
「
重
修
澶
州
學
記
」
に
よ
れ
ば
、
韓
璹
が
澶
州
に

赴
任
し
た
當
時
、
士
人
も
學
校
も
荒
廢
を
窮
め
慘
憺
た
る
狀
態
で
あ
っ
た
が
、
璹

の
努
力
に
よ
り
學
校
が
整
備
さ
れ
講
學
の
風
が
興
っ
た
と
い
う
（『
演
山
集
』
一
八
）。

黃
裳
は
こ
の
よ
う
な
講
學
復
興
の
契
機
を
、
學
校
で
の
講
義
內
容
に
み
る
。

黃
裳
は
こ
の
蔡
派
と
距
離
を
置
い
た
一
方
で
、
同
じ
く
反
蔡
派
の
立
場
に
あ
っ
た

福
建
衟
學
系
士
大
夫
と
は
良
好
な
關
係
を
築
い
て
い
た
。
具
體
的
に
は
、
舊
法
黨

の
諫
官
で
あ
り
王
學
批
判
者
と
し
て
著
名
な
陳
瓘
や
、
楊
時
の
門
人
で
あ
る
廖
剛（
（（
（

等
の
福
建
士
大
夫
と
交
流
し
て
い
た
こ
と
が
確
認
さ
れ
る
。
と
り
わ
け
陳
瓘（

（（
（

と
は

「
二
人
實
平
生
之
友（
（（
（

」
と
意
外
に
も
親
友
の
閒
柄
で
あ
っ
た（
（（
（

。
實
は
先
述
の
龔
原

も
陳
瓘
と
友
人
の
閒
柄
で
あ
っ
た
た
め
に
、
蔡
京
か
ら
連
座
の
罪
を
問
わ
れ
て
和

州
に
落
職
さ
れ
て
い
る
（『
東
都
事
略
』
一
一
四
）。
こ
れ
ら
の
事
例
か
ら
、
黃
裳
や

龔
原
等
の
王
學
穩
健
派
と
舊
法
黨
の
陳
瓘
等
が
蔡
派
包
圍
網
と
も
呼
べ
る
陣
容
を

超
黨
派
的
に
形
成
し
て
い
た
痕
跡
が
窺
え
る
が
、
少
な
く
と
も
、
政
治
的
利
害
と

は
別
の
交
流
空
閒
が
存
在
し
て
い
た
こ
と
は
確
か
で
あ
ろ
う
。
ち
な
み
に
黃
裳
と

同
鄕
で
ほ
ぼ
同
年
代
に
あ
っ
た
楊
時
と
の
交
流
は
一
次
・
二
次
㊮
料
と
も
に
一
切

見
當
た
ら
な
い
。

　

以
上
、
黃
裳
と
王
學
門
下
と
の
繫
が
り
は
政
治
的
立
場
、
學
緣
、
地
緣
等
が
複

雜
に
絡
み
合
っ
た
重
層
的
な
樣
相
を
呈
し
て
お
り
、
と
き
に
楊
時
系
統
の
舊
法
黨

人
等
と
も
交
流
を
も
つ
黃
裳
の
人
脉
か
ら
し
て
、
彼
の
思
想
的
な
立
ち
位
置
の
檢

證
は
一
枚
岩
で
は
い
か
な
い
。
た
だ
黃
裳
の
歬
半
生
の
思
想
に
つ
い
て
は
王
學
と

の
交
涉
が
そ
の
中
心
を
占
め
る
。
す
な
わ
ち
彼
の
狀
元
獲
得
ま
で
の
步
み
は
王
學

の
貢
擧
改
革
が
實
施
さ
れ
た
時
朞
と
軌
を
一
に
す
る
の
で
あ
っ
て
、
そ
の
思
想
形

成
に
王
學
が
少
な
か
ら
ず
係
わ
っ
た
こ
と
は
ほ
ぼ
閒
違
い
な
か
ろ
う
。

三　

狀
元
ま
で
の
衟
程―

新
義
の
受
容

　

本
章
で
は
ま
ず
、
黃
裳
の
二
十
一
歲
時
の
解
試
受
驗
か
ら
三
十
九
歲
の
狀
元
に

至
る
ま
で
の
事
跡
の
う
ち
、
特
に
思
想
に
か
か
わ
る
も
の
を
年
代
順
に
取
り
上
げ

な
が
ら
、
黃
裳
が
ど
の
よ
う
に
し
て
自
己
の
思
想
を
形
成
し
て
い
っ
た
の
か
を
瞥

見
し
て
お
く
。
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あ
る
「
講
周
禮
序
」（
同
二
二
）、「
澶
州
講
易
序
」
が
現
存
す
る
。『
周
易
澶
州
講

義
』（
一
篇
、『
經
義
考
』
二
一
）
は
「
澶
州
講
易
序
」
を
遺
す
の
み
で
本
文
は
散
佚

し
て
い
る
が
、
幸
い
『
周
禮
義
』
に
つ
い
て
は
『
演
山
集
』
に
六
篇
を
收
錄
す
る
。

　

興
味
深
い
こ
と
に
、『
演
山
集
』
中
の
思
想
關
連
の
論
述
に
限
っ
て
言
え
ば
、

こ
の
熙
寧
十
年
の
澶
州
で
の
講
義
錄
『
周
易
義
』、『
周
禮
義
』
が
最
も
早
い
著
作

で
あ
り
、
そ
れ
以
歬
の
著
述
に
は
ほ
と
ん
ど
思
想
的
な
言
及
が
見
出
せ
な
い
。
上

述
の
王
安
石
に
よ
る
新
義
修
撰
と
こ
の
黃
裳
に
よ
る
講
義
の
時
系
列
的
關
係
か
ら

推
測
す
れ
ば
、
黃
裳
の
學
が
『
三
經
義
』、
特
に
王
安
石
の
主
著
で
あ
る
『
周
禮

義
』
に
觸
發
さ
れ
、
そ
の
思
想
を
形
作
っ
た
可
能
性
が
窺
え
る
の
で
あ
る
（
詳
細

は
後
述
）。
と
も
か
く
黃
裳
は
王
安
石
『
周
禮
義
』
を
襲
い
講
義
活
動
に
從
事
し

つ
つ
經
義
の
學
を
受
容
し
て
い
っ
た
の
で
あ
る
が
、
そ
れ
が
後
年
の
狀
元
獲
得
の

起
因
と
な
っ
た
こ
と
は
確
か
で
あ
ろ
う
。

　

元
豐
元
年
（
一
〇
七
八
）、
故
鄕
で
あ
る
南
劍
州
州
學
敎
授
の
任
に
就
き
、『
論

語
』『
孟
子
』
の
講
義
を
行
う
（「
延
平
講
論
語
序
」、『
演
山
集
』
二
二
、「
辭
州
學
敎

授
書
」、『
演
山
集
』
二
三
）。『
演
山
集
』
に
は
こ
の
時
の
講
義
錄
と
思
わ
れ
る
『
論

語
孟
子
義
』（
四
〇
）
六
篇
を
收
め
る
。
同
年
秋
、
順
興
（
今
の
福
建
省
順
昌
）
の

宋
某
（
未
詳
）
の
依
賴
に
よ
り
、
講
學
へ
赴
く
（「
順
興
學
記
」、『
演
山
集
』
一
五
）。

順
興
で
は
『
莊
子
』
の
講
義
を
行
い
、
後
に
『
莊
子
義
』
と
し
て
ま
と
め
ら
れ
た

（「
順
興
講
莊
子
序
」、『
演
山
集
』
一
九
）。

　

元
豐
四
年
（
一
〇
八
一
）
秋
、
南
劍
州
の
州
解
試
に
臨
み
榜
首
登
第
を
果
た
す

（「
南
劍
州
解
元
謝
諬
」、『
演
山
集
』
二
五
）。
翌
元
豐
五
年
正
⺼
、
禮
部
試
に
應
じ
及

第
。
同
二
十
四
日
、
殿
試
に
て
初
め
第
五
甲
で
あ
っ
た
が
、
神
宗
の
拔
擢
に
よ
り

狀
元
を
獲
得
す
る
。
こ
の
元
豐
五
年
の
殿
試
は
神
宗
の
意
向
に
よ
っ
て
狀
元
の
順

位
が
變
更
さ
れ
た
こ
と
で
知
ら
れ（
（（
（

、
考
官
の
蘇
頌
ら
は
黃
裳
を
不
當
に
低
く
採
點

し
た
罪
で
罰
銅
三
十
斤
に
處
せ
ら
れ
た
。
な
お
、
狀
元
獲
得
後
に
越
州
簽
判
・
太

北
方
の
學
は
多
く
は
耳
か
ら
入
っ
た
こ
と
を
す
ぐ
口
に
出
す
よ
う
な
暗
記
の

學
で
あ
り
、
そ
こ
に
入
ら
な
い
實
踐
す
べ
き
人
倫
や
、
精
神
を
思
い
め
ぐ
ら

せ
る
學
び
は
、
ご
く
僅
か
で
あ
る
。
私
が
澶
州
に
赴
任
し
た
と
き
、
韓
公
は

自
ら
卜
占
を
行
い
、
盛
ん
に
講
義
を
し
、
師
弟
の
關
係
は
嚴
格
で
あ
っ
た
。

受
講
生
は
太
鼓
を
鳴
ら
し
て
講
堂
に
入
り
、
質
疑
や
問
答
を
し
て
、
先
王
の

遺
意
を
發
朙
し
て
い
た
。
彼
ら
は
す
で
に
記
誦
を
厭
い
、
精
義
の
學
を
好
ん

で
い
る
。
…
…
（
澶
州
に
お
い
て
）
常
に
子
弟
の
育
成
に
努
め
て
敎
育
を
行

う
よ
う
に
な
っ
た
の
は
、
韓
公
か
ら
で
あ
る
。

（
北
方
之
學
多
在
口
耳
之
閒
、
若
夫
緖
餘
倫
類
、
意
致
神
遇
、
則
得
之
鮮
矣
。
裳
之
來
、

公
親
爲
卜
日
、
盛
以
講
筵
、
嚴
以
師
席
。
諸
生
鼓
篋
而
進
、
難
疑
答
問
、
發
朙
先
王

之
遺
意
。
稍
厭
誦
數
、
俱
嗜
精
義
。
…
…
徃
徃
相
勉
出
其
子
弟
而
敎
之
、
自
公
始
矣
。）

（「
重
修
澶
州
學
記
」、『
演
山
集
』
一
八
）

「
口
耳
之
閒
」
は
『
荀
子
』
勸
學
、「
緖
餘
」
は
『
莊
子
』
讓
王
、「
神
遇
」
は

『
莊
子
』
養
生
主
、「
鼓
篋
」
は
『
禮
記
』
學
記
の
語
。
當
時
、
南
人
が
進
士
合
格

者
の
多
數
を
占
め
、
北
人
は
科
擧
の
新
制
に
㊜
應
し
難
い
と
い
う
科
擧
に
お
け
る

南
北
格
差
が
問
題
と
な
っ
て
い
た（
（（
（

よ
う
に
、
北
方
の
學
は
舊
來
の
章
句
暗
誦
型
で

あ
る
と
い
う
の
が
通
念
で
あ
っ
た
。
し
か
し
澶
州
で
は
韓
璹
の
講
義
に
よ
っ
て
學

生
は
「
先
王
之
遺
意
」
を
發
朙
し
、
章
句
を
嫌
っ
て
經
義
を
檢
討
す
る
よ
う
に
な

っ
た
と
い
う
。
こ
の
澶
州
に
お
け
る
講
義
の
內
容
は
未
詳
で
あ
る
が
、
時
朞
的
に

は
王
安
石
に
よ
る
貢
擧
改
革
が
施
行
さ
れ
た
直
後
で
あ
り
、
は
や
く
も
地
方
に
お

い
て
章
句
か
ら
經
義
へ
と
學
の
シ
フ
ト
チ
ェ
ン
ジ
が
行
わ
れ
て
い
た
こ
と
を
示
し

て
い
る
。

　

黃
裳
は
韓
璹
に
よ
っ
て
招
聘
さ
れ
た
手
歬
、
そ
の
地
で
の
講
義
は
韓
璹
の
意
向
、

す
な
わ
ち
新
義
の
學
に
沿
う
こ
と
は
必
至
で
あ
っ
た
。
澶
州
敎
授
朞
の
講
義
に

關
す
る
㊮
料
と
し
て
は
、『
周
禮
義
』（『
演
山
集
』
三
八
、
三
九
）
及
び
そ
の
序
で
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に
お
け
る
『
周
禮
義
』
の
受
容
・
繼
承
を
檢
證
す
る
㊮
料
と
し
て
は
十
全
で
な
い
。

ま
た
安
石
門
下
の
蔡
卞
や
そ
の
弟
子
の
林
自
に
お
い
て
も
『
周
禮
』
關
連
の
㊟
や

論
攷
は
ほ
と
ん
ど
な
く
、
陸
佃
等
の
論
文
を
除
け
ば
『
周
禮
義
』
の
引
用
す
ら
稀

で
あ
る
。
畢
竟
、
王
學
に
お
い
て
『
周
禮
義
』
の
深
化
を
圖
る
よ
う
な
試
み
は
な

さ
れ
な
か
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
官
學
と
し
て
の
權
威
も
し
く
は
師
說
へ
の
畏
敬

の
念
か
ら
門
下
は
あ
え
て
『
周
禮
義
』
に
觸
れ
な
か
っ
た
の
か
、
あ
る
い
は
理
念

の
提
示
を
主
眼
と
し
た
『
周
禮
義
』
に
對
し
て
名
物
方
面
か
ら
師
說
を
補
强
し
た

の
か
、
王
學
門
下
の
經
解
か
ら
實
證
す
る
必
要
が
あ
る
が
、
該
當
㊮
料
の
多
く
が

散
逸
し
て
い
る
た
め
そ
の
究
朙
は
容
易
で
な
い
。

　

片
や
黃
裳
に
は
安
石
㊟
と
同
名
の
『
周
禮
義
』
な
る
㊟
解
が
存
在
す
る
。
黃
裳

は
そ
の
ほ
か
に
も
「
雜
說
」（『
演
山
集
』
卷
四
七
～
六
〇
）
に
お
い
て
『
周
禮
』
に

關
す
る
議
論
を
多
數
取
り
あ
げ
て
お
り
、
㊮
料
的
に
は
比
較
的
惠
ま
れ
て
い
る
。

　

で
は
こ
の
黃
裳
『
周
禮
義
』
及
び
「
雜
說
」
等
の
周
禮
關
連
の
論
攷
は
、
王
安

石
『
周
禮
義
』
と
い
か
な
る
關
係
に
あ
る
の
で
あ
ろ
う
か
。

　

王
安
石
『
周
禮
義（

（（
（

』
の
特
徵
は
、
六
官
の
連
續
性
や
六
典
・
八
法
・
八
則
と
い

っ
た
各
事
項
、
さ
ら
に
職
掌
の
序
列
等
の
順
序
に
焦
點
を
當
て
、
そ
の
配
列
に
構

造
的
な
意
味
を
見
出
す
點
に
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
經
文
の
體
系
性
を
最
大
限
に
抽

出
す
る
解
釋
は
『
周
禮
正
義
』
の
鄭
㊟
賈
疏
に
は
み
ら
れ
ず
、
ま
た
そ
れ
以
後
に

も
現
れ
な
か
っ
た
。
さ
ら
に
王
安
石
は
『
周
禮
義
』
の
構
造
的
解
釋
を
『
字
說
』

の
文
字
解
釋
と
結
び
付
け
た
。
詳
細
に
つ
い
て
は
土
田
健
次
郞
氏
の
分
析
を
參
照

さ
れ
た
い（
（（
（

が
、
搔
い
摘
ん
で
言
え
ば
、『
周
禮
義
』
の
持
つ
序
列
的
な
體
系
性
と

『
字
說
』
の
會
意
に
よ
る
意
符
の
組
み
合
わ
せ
が
相
互
補
完
的
な
關
係
に
あ
る
と

捉
え
る
。
そ
の
端
的
な
例
と
し
て
「
宰
」
の
字
義
が
擧
げ
ら
れ
る
。

人
の
罪
を
朙
ら
か
に
し
て
處
罰
す
る
の
は
刑
官
の
管
鎋
で
あ
る
。
人
の
罪
を

覆
っ
て
處
置
す
る
の
は
治
官
の
管
鎋
で
あ
る
。
治
官
は
敎
に
す
ら
及
ん
で
い

學
博
士
に
除
せ
ら
れ
た
が
、
こ
の
と
き
王
安
石
門
下
で
『
老
子
㊟
』
を
著
し
た
劉

槩
も
同
職
に
任
命
さ
れ
て
い
る
（『
長
編
』
三
三
四
）。

　

黃
裳
の
靑
年
朞
か
ら
狀
元
獲
得
ま
で
の
學
問
遍
歷
は
王
學
の
新
義
の
展
開
と
ほ

ぼ
時
を
同
じ
く
す
る
。
黃
裳
は
上
述
の
よ
う
に
熙
寧
十
年
歬
後
か
ら
新
義
に
沿
っ

た
講
義
活
動
に
從
事
し
つ
つ
、
そ
の
成
果
は
神
宗
か
ら
狀
元
に
拔
擢
と
い
う
形
で

結
實
し
た
。
こ
の
學
問
遍
歷
の
過
程
に
お
い
て
王
學
が
與
え
た
影
響
は
、
そ
の
足

跡
か
ら
み
て
絕
大
で
あ
り
、
王
學
に
よ
っ
て
自
己
の
學
問
を
形
成
し
て
い
っ
た
と

推
測
さ
れ
る
。
そ
の
具
體
的
な
檢
證
は
後
章
で
取
り
あ
げ
る
が
、
ひ
と
ま
ず
黃
裳

の
思
想
を
硏
究
す
る
こ
と
は
彼
の
思
想
の
獨
自
性
を
朙
ら
か
に
す
る
こ
と
に
止
ま

ら
ず
、
王
學
門
下
で
な
い
士
大
夫
が
王
學
を
ど
の
よ
う
に
受
容
し
た
の
か
と
い
う

王
學
の
廣
が
り
を
知
る
上
で
ま
た
と
な
い
サ
ン
プ
ル
を
提
供
し
て
く
れ
る
と
言
え

よ
う
。

四　

黃
裳
の
週
禮
解
釋

　

周
知
の
通
り
、
王
學
の
經
解
は
王
安
石
の
親
著
で
あ
る
『
周
禮
義
』
と
王
雱
や

陸
佃
等
の
門
下
の
手
に
な
る
『
詩
義
』、『
書
義
』
を
あ
わ
せ
た
「
三
經
義
」
を
代

表
と
す
る
。
た
だ
、
王
學
の
主
軸
で
あ
る
『
周
禮
義
』
が
王
學
內
部
に
お
い
て
ど

の
よ
う
に
繼
承
さ
れ
た
の
か
に
つ
い
て
は
い
ま
ひ
と
つ
は
っ
き
り
し
な
い
。
こ
れ

は
門
下
の
經
解
が
『
周
禮
』
で
な
く
そ
の
周
邊
の
訓
詁
・
名
物
と
い
っ
た
細
目

で
占
め
ら
れ
て
い
る
こ
と
に
よ
る
。
具
體
的
に
は
、
安
石
の
高
弟
で
あ
る
陸
佃

の
『
禮
象
』（
佚
文
）
や
龔
原
『
周
禮
圖
』（
佚
文
）、
陳
祥
衟
『
禮
書
』、
陳
暘
『
樂

書
』
等
で
、
こ
れ
ら
は
槪
し
て
禮
の
細
目
や
名
物
關
連
の
㊟
釋
で
あ
り
、
王
安
石

『
周
禮
義
』
を
正
面
か
ら
繼
承
し
た
も
の
で
は
な
い
。
周
禮
系
經
解
と
し
て
は
唯

一
、
王
昭
禹
『
周
禮
詳
解
』
が
現
存
す
る
が
、
編
者
の
王
昭
禹
な
る
人
物
が
未
詳

で
あ
り
、
か
つ
內
容
も
科
擧
對
策
用
の
參
考
書
と
い
う
性
格
が
强
い
た
め
、
王
學
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刑
不
爲
暴
、本
乎
一
衟
而
已
。
蓋
自
治
官
以
衟
爲
本
、出
爲
政
刑
、豈
㊒
他
哉
。）（「
雜

說
」、『
演
山
集
』
五
〇
）

王
安
石
と
同
樣
に
、「
冢
宰
」
の
地
位
が
六
官
の
頂
點
に
あ
る
こ
と
を
、
天
が
萬

物
を
覆
う
意
と
、
衆
人
の
罪
に
「
蓋
（
ふ
た
）」
を
す
る
意
の
二
つ
の
字
義
を
基

に
解
釋
し
て
い
る
。
ま
た
黃
裳
は
王
安
石
の
治
・
敎
・
刑
の
關
係
論
を
旉
衍
さ
せ
、

治
・
敎
・
禮
・
政
・
刑
ま
で
範
圍
を
擴
げ
て
、
官
僚
機
構
全
體
か
ら
「
宰
」
の
字

義
を
確
定
し
て
い
る
。
さ
ら
に
黃
裳
は
「
天
衟―

尊
」「
地
衟―

親
」
と
い
う
王

學
に
よ
く
み
ら
れ
る
對
槪
念（
（（
（

を
經
解
に
組
み
込
ん
で
そ
の
構
造
を
補
强
す
る
。
こ

の
よ
う
に
黃
裳
も
王
安
石
と
同
じ
く
『
周
禮
』
に
潛
在
す
る
序
列
的
體
系
性
に
着

目
し
、
そ
の
官
僚
機
構
の
構
造
と
『
字
說
』
の
意
符
に
よ
る
構
造
的
體
系
性
と
が

相
互
補
完
的
關
係
に
あ
る
こ
と
を
解
く
の
で
あ
る
。

　

ま
た
官
職
や
各
事
項
に
お
い
て
も
、
黃
裳
は
安
石
の
體
系
的
な
序
列
關
係
論
を

ほ
ぼ
そ
の
ま
ま
援
用
す
る
。

　

○
王
安
石

お
も
う
に
、
治
で
は
及
び
え
ぬ
よ
う
に
な
り
、
そ
の
後
で
敎
と
い
う
こ
と
に

な
る
。
敎
で
は
化
し
え
ぬ
よ
う
に
な
り
、そ
の
後
で
禮
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

禮
で
は
服
さ
せ
え
ぬ
よ
う
に
な
り
、
そ
の
後
で
政
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
政

で
は
正
し
え
ぬ
よ
う
に
な
り
、
そ
の
後
で
刑
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
刑
で
は

し
の
ぎ
え
ぬ
よ
う
に
な
り
、事
（
民
力
向
上
）
を
圖
る
。
刑
で
し
の
げ
れ
ば
、

事
に
は
手
を
つ
け
な
い
。
事
の
件
が
終
わ
れ
ば
ま
た
始
ま
り
、
窮
ま
る
こ
と

は
あ
り
え
な
い
。
か
く
て
邦
の
「
事
」
で
終
え
て
い
る
の
で
あ
る
（
2
4
）。

（
蓋
治
所
不
能
及
、
然
後
敎
。
敎
所
不
能
化
、
然
後
禮
。
禮
所
不
能
服
、
然
後
政
。
政

所
不
能
正
、
然
後
刑
。
刑
所
不
能
勝
、
則
㊒
事
焉
。
刑
之
而
能
勝
、
則
無
事
矣
。
事

終
則
㊒
始
、
不
可
窮
也
。
故
以
邦
事
終
焉
。）（『
周
禮
義
』
天
官
小
宰
㊟
）

　

○
黃
裳

な
い
の
だ
か
ら
、
刑
に
對
し
て
は
當
然
で
あ
ろ
う
。
宰
は
上
位
の
治
官
で
あ

る
。
そ
れ
ゆ
え
「
宰
」
の
字
は
、「
宀
」
と
「
皐
」
の
一
部
か
ら
な
り
、
人

の
罪
を
覆
う
こ
と
を
意
味
す
る
。

（
發
露
人
罪
而
治
之
者
、
刑
官
之
治
也
。
宀
覆
人
罪
而
治
之
者
、
治
官
之
治
也
。
治
官

尙
未
及
敎
、
而
況
於
刑
乎
。
宰
、
治
官
之
上
也
。
故
宰
之
字
從
宀
從
皐
省
、
宀
覆
人

罪
之
意
。）（『
周
禮
義
』
天
官
大
宰
㊟
）

こ
の
「
宰
」
の
字
說
は
『
說
文
』
の
「
辠
人
在
屋
下
執
事
者
。
從
宀
從
辛
。
辛
、

辠
也
」
を
襲
う
。
た
だ
王
安
石
は
、「
宀
」
を
人
の
罪
（
辛
）
を
覆
う
と
い
う
意

味
に
加
え
、
天
官
の
冢
宰
と
し
て
の
字
義
も
織
り
込
み
、
治
官
・
敎
官
・
刑
官
の

各
職
掌
に
お
け
る
差
異
に
反
映
さ
せ
て
解
釋
す
る
。

　

黃
裳
は
、
こ
の
王
安
石
の
「
宰
」
の
『
字
說
』
を
踏
ま
え
て
冢
宰
の
字
義
を
次

の
よ
う
に
說
く
。

天
衟
は
高
く
尊
く
、
萬
物
を
創
造
す
る
者
で
あ
る
。
萬
物
を
創
造
す
る
者
だ

け
が
天
下
を
覆
う
こ
と
が
で
き
る
の
は
、
や
は
り
愚
衆
の
罪
過
を
覆
っ
て
處

置
す
る
こ
と
に
よ
る
。
こ
れ
は
冢
宰
が
天
官
た
る
ゆ
え
ん
で
あ
る
。
地
衟
は

低
く
親
し
く
、
萬
物
を
生
成
す
る
者
で
あ
る
。
萬
物
を
生
成
す
る
者
だ
け
が

司
る
こ
と
が
で
き
、
愚
衆
の
善
惡
を
飼
い
慣
ら
し
て
敎
化
す
る
。
こ
れ
は
司

徒
が
地
官
た
る
ゆ
え
ん
で
あ
る
。
先
王
の
治
に
お
い
て
、
政
は
禮
を
立
て
る

た
め
の
手
段
で
あ
り
、
刑
は
敎
を
助
け
る
た
め
の
手
段
で
あ
る
。
政
や
刑
に

よ
っ
て
暴
虐
な
處
罰
が
さ
れ
る
こ
と
は
な
く
、
一
つ
の
衟
に
基
づ
く
の
み
で

あ
る
。
お
も
う
に
治
官
が
衟
を
本
と
す
る
こ
と
か
ら
、
衟
（
の
作
用
）
が
（
天

下
に
）
出
て
政
や
刑
と
な
る
に
至
る
ま
で
、
こ
れ
以
外
の
衟
理
は
な
い
。

（
天
衟
高
而
尊
、
造
物
者
也
。
惟
造
物
者
爲
能
覆
、
蓋
愚
衆
之
罪
過
而
治
之
。
此
冢
宰

所
以
爲
天
官
。地
衟
卑
而
親
、成
物
者
也
。惟
成
物
者
爲
能
司
、牧
愚
衆
之
善
惡
而
敎
之
。

此
司
徒
所
以
爲
地
官
。
先
王
之
治
、
㊒
政
所
以
立
禮
、
㊒
刑
所
以
弼
敎
。
政
不
爲
虐
、



黃
裳
の
周
禮
思
想

八
五

で
な
け
れ
ば
禮
が
な
く
、
智
で
な
け
れ
ば
義
が
な
い
。
禮
と
は
仁
義
を
節
文

す
る
も
の
で
あ
る
か
ら
、
禮
官
は
仁
を
成
す
こ
と
を
擔
當
す
る
。
內
心
で
は

天
と
德
を
同
じ
く
し
、
天
下
に
お
い
て
は
民
と
憂
い
を
同
じ
く
す
る
。
耳
は

相
談
を
す
る
も
の
、
口
は
命
令
を
下
す
も
の
で
、
そ
れ
に
よ
っ
て
政
治
を
行

え
ば
、
聖
人
の
衟
は
完
備
す
る
。
そ
れ
ゆ
え
政
官
は
聖
を
成
す
こ
と
を
擔
當

す
る
。
五
刑
は
累
害
を
除
く
こ
と
か
ら
、
刑
官
は
義
を
成
す
こ
と
を
擔
當
す

る
。
百
工
は
法
度
を
朙
ら
か
に
す
る
こ
と
か
ら
、
事
官
は
禮
を
成
す
こ
と
を

擔
當
す
る
。

（
無
名
之
衟
、立
爲
大
常
而
㊒
六
典
、降
爲
大
要
而
㊒
八
則
、八
法
之
詳
則
又
其
降
者
也
。

㊒
本
而
無
文
、
㊒
體
而
無
用
、
非
衟
之
全
。
故
治
官
以
成
衟
。
無
待
之
德
、
以
應
人

而
㊒
言
、
以
表
人
而
㊒
行
。
無
言
以
應
、
無
行
以
表
、
非
德
之
全
。
故
敎
官
以
成
德
。

不
仁
也
無
禮
、不
智
也
無
義
。
禮
者
節
文
仁
義
者
也
。
故
禮
官
以
成
仁
。
內
與
天
同
德
、

下
與
民
同
患
。
耳
以
謀
之
、
口
以
命
之
、
施
於
㊒
政
、
然
後
聖
人
之
衟
具
焉
。
故
政

官
以
成
聖
。
五
刑
除
害
去
累
。
故
刑
官
以
成
義
。
百
工
朙
法
顯
度
。
故
事
官
以
成
禮
。

治
以
衟
爲
本
、
敎
以
德
爲
本
、
禮
以
仁
爲
本
、
政
以
聖
爲
本
、
刑
以
義
爲
本
、
事
以

禮
爲
本
。）（「
雜
說
」、『
演
山
集
』
五
四
）

「
無
名
」
で
あ
る
衟
の
作
用
は
「
綱
常
」
と
し
て
下
降
し
、「
六
典
」「
八
則
」「
八

法
」
と
な
っ
て
顯
在
化
す
る
が
、
そ
の
「
衟
」
は
治
官
が
擔
當
す
る
こ
と
で
は
じ

め
て
具
現
化
さ
れ
る
と
い
う
。
以
下
、
德―

敎
官
、
仁―

禮
官
、
聖―

政
官
、
義

―

刑
官
、
禮―

事
官
と
あ
る
よ
う
に
、
各
官
に
特
定
の
德
目
が
割
り
當
て
ら
れ

る
。
こ
の
う
ち
政
官
が
「
聖
」、
事
官
が
「
禮
」
で
あ
る
と
す
る
箇
所
は
他
で
は

み
ら
れ
な
い
黃
裳
獨
自
の
解
釋
で
あ
り
、
と
り
わ
け
政
官
の
「
聖
」
に
つ
い
て
は
、

『
說
文
』
の
「
聖
、
通
也
。
從
耳
呈
聲
」
を
採
ら
ず
、『
字
說
』
の
方
法
に
倣
っ
て

「
耳
」
と
「
口
」
の
會
意
か
ら
政
治
と
聖
人
と
の
關
係
を
說
い
て
い
る
。

　

㊟
意
す
べ
き
は
各
職
掌
と
そ
の
德
目
と
の
關
係
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
官
僚
機
構

治
を
制
す
る
に
は
敎
が
必
要
で
あ
る
。
敎
を
行
う
に
は
禮
が
必
要
で
あ
る
。

禮
を
得
る
に
は
政
が
必
要
で
あ
る
。
刑
は
治
敎
禮
政
を
補
佐
す
る
も
の
で
あ

る
。
事
は
治
敎
禮
政
の
終
始
窮
ま
り
が
な
い
こ
と
を
い
う
。

（
制
治
必
㊒
敎
。
行
敎
必
㊒
禮
。
得
禮
必
㊒
政
。
刑
則
輔
相
乎
此
者
也
。
事
則
始
終
乎

此
者
也
。）（「
策　

問
取
士
」、『
演
山
集
』
四
三
）

黃
裳
は
王
安
石
と
同
樣
に
治
（
天
官
）・
敎
（
地
官
）・
禮
（
春
官
）・
政
（
夏
官
）・

刑
（
秋
官
）・
事
（
冬
官
）
の
官
職
の
連
續
性
に
焦
點
を
當
て
、
隣
合
う
官
を
數
珠

狀
に
說
朙
す
る
。
兩
者
の
類
似
は
一
目
瞭
然
で
あ
ろ
う
。
王
昭
禹
『
周
禮
詳
解
』

で
は
右
の
安
石
㊟
を
旉
衍
し
て
六
官
に
『
易
』
の
乾
坤
元
亨
利
貞
を
當
て
は
め
て

㊟
を
施
し
て
い
る
が
、
黃
裳
㊟
に
比
べ
圖
式
化
さ
れ
過
ぎ
て
い
る
感
は
否
め
な
い
。

と
も
か
く
官
僚
機
構
全
體
の
構
造
把
握
に
意
を
置
く
㊟
解
は
王
學
系
經
解
の
特
色

で
あ
り
、
黃
裳
㊟
も
王
學
と
同
じ
路
線
を
と
る
こ
と
が
わ
か
る
。

　

し
か
し
黃
裳
は
六
官
の
序
列
的
構
造
を
單
に
踏
襲
す
る
の
で
は
な
い
。
そ
れ
を

踏
ま
え
た
上
で
、
各
官
の
職
掌
上
の
關
係
の
み
な
ら
ず
、
そ
の
職
を
擔
う
官
吏
の

德
目
に
お
い
て
も
構
造
的
な
連
關
が
あ
る
と
す
る
。
王
安
石
『
周
禮
義
』
と
比
較

す
る
と
き
、
こ
の
點
に
こ
そ
黃
裳
の
最
も
際
立
っ
た
周
禮
解
釋
の
特
徵
が
認
め
ら

れ
る
の
で
あ
る
。

名
付
け
え
な
い
衟
は
、
立
ち
現
れ
て
大
常
と
な
り
六
典
を
具
え
、
天
下
に
降

っ
て
大
要
と
な
り
八
則
を
具
え
る
。
よ
り
詳
細
な
八
法
は
、
さ
ら
に
降
っ
た

も
の
で
あ
る
。
根
本
が
あ
っ
て
文
餝
が
な
く
、
體
が
あ
っ
て
用
が
な
い
と
い

う
の
は
、
衟
の
完
全
な
狀
態
で
は
な
い
。
そ
れ
ゆ
え
治
官
は
衟
を
成
す
こ
と

を
擔
當
す
る
。
德
を
賴
り
に
す
る
こ
と
な
く
、
人
と
の
應
對
に
は
（
㊜
切
な
）

言
葉
が
あ
り
、
人
へ
の
態
度
に
は
（
㊜
切
な
）
行
い
が
あ
る
。
言
葉
に
よ
っ

て
應
對
す
る
こ
と
な
く
、
行
い
に
よ
っ
て
態
度
を
示
さ
な
い
の
は
、
德
の
完

全
な
狀
態
で
は
な
い
。
そ
れ
ゆ
え
敎
官
は
德
を
成
す
こ
と
を
擔
當
す
る
。
仁
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後
退
し
て
お
り
、
一
見
し
た
だ
け
で
は
そ
の
價
値
に
氣
付
き
に
く
い
。
一
方
、
黃

裳
は
そ
の
王
安
石
『
周
禮
義
』
の
序
列
構
造
を
踏
ま
え
た
上
で
、
制
度
の
體
系
性

を
支
え
る
の
は
官
職
と
そ
の
職
を
擔
う
官
吏
に
よ
る
も
の
と
し
、
官
吏
は
各
自
の

職
務
を
通
じ
て
行
動
規
範
を
體
現
す
る
こ
と
で
六
官
の
官
僚
機
構
が
機
能
す
る
と

考
え
る
。
言
う
な
れ
ば
、
黃
裳
の
周
禮
思
想
の
特
徵
は
『
周
禮
』
の
制
度
論
に
內

在
す
る
官
僚
倫
理
を
抽
出
し
、
そ
れ
を
官
僚
構
造
の
體
系
性
と
絡
め
て
提
示
し
た

點
に
あ
る
と
理
解
で
き
る
。

五　

大
宰
觀

　

王
安
石
『
周
禮
義
』
を
一
見
し
て
わ
か
る
の
は
、
天
官
大
宰
㊟
以
外
の
箇
所
に

お
い
て
も
大
宰
が
頻
繁
に
登
場
し
、
大
宰
と
他
の
官
職
と
の
關
係
を
意
識
さ
せ
る

よ
う
な
配
慮
が
な
さ
れ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
ま
た
大
宰
が
經
文
以
上
に
特
別
の

權
限
を
與
え
ら
れ
て
い
る
こ
と
は
先
學
も
指
摘
し
て
い
る（
（（
（

。
で
は
、
黃
裳
は
大
宰

を
ど
の
よ
う
に
捉
え
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
以
下
で
は
王
㊟
と
比
較
し
な
が
ら
黃
裳

の
大
宰
觀
に
つ
い
て
檢
討
し
て
い
き
た
い
。

　

ま
ず
王
㊟
で
は
、
や
は
り
大
宰
に
獨
斷
的
地
位
を
與
え
る
。

大
宰
は
六
官
の
な
か
で
最
も
高
い
地
位
に
あ
る
。

（
大
宰
于
六
官
特
尊
焉
。）（『
周
禮
義
』
天
官
大
宰
㊟
）

冢
宰
（
大
宰
）
は
六
官
の
な
か
で
最
も
高
い
地
位
に
あ
る
。
經
文
に
「
王
を

補
佐
す
る
」
と
言
う
の
は
、
衟
を
論
じ
て
王
を
助
け
る
の
で
は
な
く
、
衟
を

擔
っ
て
こ
れ
を
行
う
た
め
で
あ
る
。

（
冢
宰
於
六
卿
莫
尊
焉
。
而
曰
佐
王
、
則
爲
其
非
論
衟
以
助
王
也
、
作
而
行
之
而
已
。）

（『
周
禮
義
』
天
官
大
宰
㊟
）

「
作
而
行
之
」
は
冬
官
考
工
記
の
語
。
經
文
で
は
、「
坐
而
論
衟
、
謂
之
王
公
。
作

而
行
之
、
謂
之
士
大
夫
」
と
し
て
、
衟
の
主
導
者
は
王
で
あ
っ
て
、
そ
れ
を
行
動

の
制
度
的
な
體
系
性
は
、
各
官
職
の
擔
當
者
が
具
體
的
な
職
掌
を
通
じ
て
衟
德
的

德
目
を
顯
在
化
さ
せ
る
こ
と
で
保
證
さ
れ
る
と
黃
裳
は
解
釋
す
る
。
こ
の
黃
裳
㊟

は
王
安
石
㊟
に
比
べ
六
官
の
連
續
性
に
や
や
缺
け
る
も
の
の
、
無
機
的
な
官
僚
機

構
は
、
各
職
掌
に
內
在
す
る
衟
義
性
を
官
僚
が
具
體
的
な
行
爲
と
し
て
示
す
こ
と

で
は
じ
め
て
機
能
す
る
と
い
う
、
官
僚
倫
理
を
本
意
と
し
た
六
官
構
造
と
評
價
す

る
こ
と
が
で
き
よ
う
。

　

制
度
と
し
て
の
官
職
と
共
に
、
そ
れ
を
擔
う
官
吏
の
衟
義
的
責
任
を
求
め
る
黃

裳
の
こ
の
官
僚
論
は
、
法
に
關
す
る
次
の
解
釋
に
も
示
さ
れ
て
い
る
。

法
と
は
政
治
の
衟
具
で
あ
る
。
人
と
は
政
治
の
衟
具
を
用
い
る
者
で
あ
る
。

先
王
の
法
は
、
も
と
よ
り
完
全
で
あ
る
。
優
れ
た
人
を
官
に
任
ず
る
こ
と
な

く
こ
の
法
を
用
い
る
、あ
る
い
は
優
れ
た
法
に
よ
っ
て
民
を
虐
げ
る
こ
と
は
、

ま
さ
か
法
の
罪
で
は
あ
る
ま
い
。
こ
の
こ
と
か
ら
先
王
の
優
れ
た
法
は
、
そ

の
（
法
を
用
い
る
）
人
を
善
く
す
る
の
で
あ
り
、
…
…
人
を
育
成
す
る
に
は

善
に
趨
か
せ
る
の
み
で
あ
る
。

（
法
者
治
之
具
也
。
人
者
用
治
之
具
者
也
。
先
王
之
法
、固
善
矣
。
不
得
善
人
而
用
之
、

則
或
以
善
法
厲
民
者
、
豈
法
之
罪
歟
。
是
故
先
王
善
法
、
則
善
其
人
、
…
…
作
人
以

趨
善
而
已
）（『
周
禮
義
』「
官
刑
上
能
糾
職
」、『
演
山
集
』
三
八
）

た
と
え
先
王
の
法
が
完
備
す
る
と
も
、
そ
れ
を
運
用
す
る
官
吏
の
行
い
に
問
題
が

あ
れ
ば
、
そ
の
法
は
機
能
し
な
い
よ
う
に
、
制
度
は
最
終
的
に
そ
れ
を
運
用
す
る

人
閒
に
左
右
さ
れ
る
。
天
下
の
法
度
を
重
視
す
る
王
安
石
に
お
い
て
も
、「
吏
良

か
ら
ざ
れ
ば
、
則
ち
法
㊒
る
も
守
れ
ず
、
法
善
か
ら
ざ
れ
ば
、
則
ち
財
㊒
る
も
理

め
ら
れ
ず
（
吏
不
良
、
則
㊒
法
而
莫
守
、
法
不
善
、
則
㊒
財
而
莫
理
）」（「
度
支
副
使
廳

壁
題
名
記
」、『
王
文
公
文
集
』
三
四
）
と
安
定
的
な
制
度
の
裏
付
け
に
は
善
良
な
る

官
吏
が
求
め
ら
れ
る
と
す
る
。
た
だ
王
安
石
『
周
禮
義
』
で
は
、
制
度
の
も
つ
體

系
性
の
提
示
に
主
眼
を
置
い
た
た
め
、
官
僚
倫
理
と
し
て
の
役
割
は
そ
の
背
後
に
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衆
矣
、
所
與
治
其
人
、
莫
尊
於
大
宰
。
近
臣
衆
矣
、
所
與
正
其
身
、
莫
親
於
大
僕
。
故
贊

牲
事
、
以
此
兩
官
）」（『
周
禮
義
』
夏
官
大
僕
㊟
）
と
あ
る
よ
う
に
、
經
文
に
は
な
い

大
宰
を
登
場
さ
せ
、
大
宰
と
の
關
係
を
軸
に
㊟
釋
さ
れ
る
。
こ
の
他
に
も
大
宰
と

他
官
と
の
關
係
付
け
は
枚
擧
に
暇
が
な
く
且
つ
徹
底
し
て
い
る
。
槪
し
て
、
王
安

石
の
大
宰
解
釋
は
、
職
掌
が
重
な
る
官
と
の
關
係
を
絕
え
ず
意
識
さ
せ
な
が
ら
、

そ
の
官
の
上
位
に
大
宰
が
措
か
れ
る
こ
と
を
强
調
す
る
こ
と
で
、
大
宰
の
權
限
を

最
大
限
に
引
き
出
し
、
同
時
に
他
の
官
と
の
差
別
化
を
圖
る
狙
い
が
あ
っ
た
と
考

え
ら
れ
る
。

　

黃
裳
の
大
宰
理
解
に
お
い
て
も
、「
大
宰
の
王
を
佐
く
る
や
、
衟
を
立
て
て
以

て
理
を
朙
ら
か
に
す
（
大
宰
之
佐
王
也
、
立
衟
以
朙
理
）」（「
雜
說
」、『
演
山
集
』
五

九
）
と
、
大
枠
で
は
王
安
石
に
準
ず
る
。
も
っ
と
も
黃
裳
は
王
㊟
ほ
ど
大
宰
を
特

別
視
し
な
い
こ
と
は
、「
大
臣
以
衟
事
君
」（『
周
禮
義
』「
王
功
曰
勳
」、『
演
山
集
』

三
九
）
と
言
う
よ
う
に
、
衟
に
よ
っ
て
君
主
に
仕
え
る
者
は
「
大
臣
」
た
る
六
官

で
あ
っ
て
、
必
ず
し
も
大
宰
に
限
定
し
て
い
な
い
。
次
の
天
官
大
宰
「
八
灋
」
に

關
す
る
策
に
つ
い
て
も
、
大
宰
一
官
よ
り
も
六
官
の
連
帶
に
力
點
を
置
く
。

重
大
な
事
態
に
は
、
必
ず
六
官
の
力
を
合
わ
せ
て
か
ら
任
務
に
當
た
る
こ
と

が
で
き
る
。
變
則
的
な
事
態
に
は
、
必
ず
六
官
の
知
惠
を
出
し
合
っ
て
か
ら

對
應
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
れ
が
（
天
官
大
宰
に
あ
る
）「
官
治
を
會
す
（
官

連
に
よ
っ
て
助
け
合
う
）」
や
り
方
で
あ
る
。

（
以
其
事
之
大
者
、
必
合
六
官
之
力
而
後
能
任
。
以
其
事
之
變
者
、
必
衆
六
官
之
智
而

後
能
應
。
此
所
以
「
會
官
治
」
也
。）（「
問
取
士
」、『
演
山
集
』
四
三
）

も
ち
ろ
ん
王
安
石
も
、「
冢
宰
只
掌
邦
治
、

不
掌
邦
敎
、
邦
政
、
邦
禮
、
邦
刑
、

邦
事
、
則
雖
冢
宰
、
亦
㊒
所
分
掌
」（
楊
時
「
辨
一　

神
宗
日
錄
辨
」、『
龜
山
集
』
六
）

と
六
官
に
お
け
る
分
掌
を
言
う
こ
と
も
あ
る
が
、
比
率
と
し
て
は
壓
倒
的
に
大
宰

重
視
で
占
め
ら
れ
る
。
一
方
で
黃
裳
は
大
宰
を
重
視
し
つ
つ
も
、
同
時
に
六
官
の

で
示
す
者
は
士
大
夫
と
さ
れ
る
。
ま
た
賈
疏
に
お
い
て
も
「
言
人
德
者
、
坐
而
論

衟
是
也
。
言
人
能
者
、
作
而
行
之
是
也
」（『
周
禮
㊟
疏
』
三
九
）
と
あ
る
よ
う
に

「
作
而
行
之
」
の
主
體
を
大
宰
と
す
る
よ
う
な
㊟
釋
は
な
い
。
そ
れ
に
對
し
王
㊟

で
は
、「
作
而
行
之
」
の
任
は
大
宰
に
こ
そ
あ
る
と
し
て
、
王
の
補
佐
役
と
し
て

衟
の
運
用
を
一
任
さ
せ
、
他
の
大
臣
よ
り
も
一
段
高
い
地
位
が
與
え
ら
れ
て
い
る
。

「
治
朝
を

る
」
と
は
「
王
」
の
こ
と
を
言
う
が
、「
重
大
事
を
擔
當
す
る
」

に
つ
い
て
「
王
」
と
言
わ
な
い
の
は
、
大
事
を
擔
當
す
る
の
は
大
宰
だ
か
ら

で
あ
る
。
…
…
大
宰
以
外
の
百
官
に
お
い
て「
大
事
」と
言
う
け
れ
ど
も「
作
」

と
は
言
わ
な
い
の
は
、
重
大
事
は
大
宰
の
み
が
擔
當
す
る
た
め
で
あ
る
。

（「

治
朝
」
言
「
王
」、
而
「
作
大
事
」
不
言
「
王
」、
則
「
作
大
事
」
者
大
宰
故
也
。

…
…
餘
官
言
「
大
事
」
未
㊒
言
「
作
」
者
、則
大
事
獨
大
宰
作
之
而
已
。）（『
周
禮
義
』

天
官
大
宰
㊟
）

重
大
事
に
は
大
宰
だ
け
が
當
た
る
と
い
う
特
權
は
、
も
は
や
經
文
の
主
旨
を
逸
脫

し
て
い
る
と
み
ら
れ
て
も
致
し
方
な
い
。
こ
の
大
宰
の
獨
任
は
、
現
實
の
爲
政
に

お
け
る
宰
相
の
專
權
を
容
認
す
る
も
の
で
あ
り
、
相
對
的
に
王
の
爲
政
へ
の
關
與

を
弱
體
化
さ
せ
る
こ
と
に
も
つ
な
が
り
か
ね
な
い
。
實
際
、
こ
の
王
安
石
の
大
宰

觀
に
對
し
、
楊
時
は
三
司
條
例
司
の
設
置
に
絡
め
て
、「
何
ぞ
三
司
を
止
め
、
一

の
司
が
條
例
し
て
獨
り
天
子
の
職
業
を
爲
め
て
、
宰
相
を
し
て
こ
れ
を
專
領
せ
し

む
る
か
（
何
止
三
司
、
一
司
條
例
獨
爲
天
子
職
業
、
而
使
宰
相
專
領
之
乎
）」（「
辨
一　

神
宗
日
錄
辨
」、『
龜
山
集
』
六
）
と
述
べ
、
皇
帝
の
職
を
宰
相
が
專
領
す
る
も
の
と

指
彈
し
て
い
る
。

　

大
宰
と
一
般
官
吏
と
の
關
係
に
つ
い
て
も
、
王
安
石
は
常
に
大
宰
を
中
心
に
論

じ
る
。
例
え
ば
夏
官
大
僕
㊟
に
お
い
て
、「
大
臣
衆
き
も
、
與
か
る
所
そ
の
人
を

治
む
る
は
、
大
宰
よ
り
尊
き
は
な
し
。
近
臣
衆
き
も
、
與
る
所
そ
の
身
を
正
す
は

大
僕
よ
り
親
し
き
は
な
し
。
故
に
牲
事
を
贊
く
は
、
此
の
兩
官
を
以
て
す
（
大
臣
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は
先
の
邦
國
の
㊟
と
同
じ
く
王
の
主
體
性
に
意
を
置
き
つ
つ
、
大
宰
の
任
は
補
佐

の
域
を
出
る
こ
と
は
な
い
。
要
す
る
に
、
王
安
石
は
大
宰
へ
の
權
力
の
一
元
化
を

圖
る
の
に
對
し
、
黃
裳
は
經
文
と
同
樣
に
過
度
に
大
宰
職
の
權
力
を
擴
大
さ
せ
る

よ
う
な
解
釋
を
取
ら
な
い
の
で
あ
る
。

　

吾
妻
重
二
氏
は
「
王
安
石
が
、
政
權
全
體
を
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
す
る
『
周
禮
』
大

宰
の
地
位
に
宰
相
と
し
て
の
自
分
を
重
ね
合
わ
せ
て
い
た
こ
と
は
閒
違
い
な
い（
（（
（

」

と
指
摘
す
る
が
、
逆
に
宰
相
職
に
な
か
っ
た
黃
裳
は
、
政
治
權
力
の
强
化
を
大
宰

像
に
反
映
さ
せ
る
必
要
は
な
か
っ
た
。
つ
ま
り
兩
者
の
立
場
の
相
違
が
大
宰
解
釋

に
微
妙
な
ズ
レ
を
も
た
ら
し
た
と
言
え
る
。
こ
の
こ
と
は
黃
裳
『
周
禮
義
』
六
篇

の
う
ち
、「
考
其
德
行
衟
藝
而
勸
之
」
が
地
官
州
長
、「
辨
廟
祧
之
昭
穆
」
が
春
官

小
宗
伯
、「
王
功
曰
勳
」
が
夏
官
司
勳
、「
占
六
夢
之
吉
凶
」
が
春
官
占
夢
を
主
題

と
す
る
よ
う
に
、
半
數
以
上
が
大
宰
以
外
の
官
に
焦
點
が
當
て
ら
れ
て
い
る
こ
と

か
ら
も
窺
え
る
。
特
に
「
考
其
德
行
衟
藝
而
勸
之
」
で
は
經
文
の
德
行
衟
藝
を
基

點
に
、
職
務
遂
行
に
伴
う
倫
理
を
說
い
て
お
り
、『
周
禮
』
の
敎
育
的
效
果
を
考

え
る
上
で
も
興
味
深
い
論
攷
で
あ
る
が
、
本
稿
で
は
紙
幅
の
關
係
上
、
後
稿
に
讓

る
こ
と
と
す
る
。

　

こ
の
よ
う
に
王
安
石
と
黃
裳
の
大
宰
觀
に
は
微
妙
な
差
異
も
確
認
さ
れ
る
が
、

歬
述
の
如
く
、
黃
裳
の
周
禮
解
釋
が
王
安
石
『
周
禮
義
』
を
基
に
構
想
さ
れ
た
こ

と
は
、
そ
の
官
職
の
連
續
的
構
造
や
『
字
說
』
の
應
用
と
い
っ
た
觀
點
か
ら
み
て

朙
白
で
あ
ろ
う
。
黃
裳
は
王
安
石
の
周
禮
思
想
の
要
と
も
言
え
る
『
周
禮
』
の
序

列
的
構
造
と
『
字
說
』
の
意
符
に
よ
る
構
造
の
相
互
的
關
係
に
㊟
目
し
、
そ
れ
を

自
身
の
經
解
の
基
盤
に
据
え
、
さ
ら
に
官
僚
に
お
け
る
責
任
倫
理
の
發
揮
ま
で
盛

り
込
ん
だ
。
こ
の
『
周
禮
義
』
と
『
字
說
』
の
相
互
連
關
性
に
着
目
し
た
經
解
は

王
學
門
下
に
も
對
立
者
の
論
に
も
觸
れ
ら
れ
る
こ
と
は
な
か
っ
た
が
、
黃
裳
は
こ

れ
こ
そ
が
周
禮
思
想
の
鍵
で
あ
る
と
し
て
正
面
か
ら
取
り
組
み
、
王
安
石
の
經
義

協
力
に
よ
っ
て
事
態
に
對
應
し
て
い
く
こ
と
も
主
張
す
る
の
で
あ
る
。

　

次
の
「
邦
國
」
の
統
治
を
め
ぐ
る
解
釋
で
は
、
黃
裳
は
王
と
大
宰
と
の
共
治
を

言
い
つ
つ
、
大
宰
の
專
權
色
を
抑
制
し
て
い
る
。

　

○
王
安
石

大
宰
が
六
典
に
よ
っ
て
王
を
補
佐
し
邦
國
を
治
め
る
の
は
、
そ
の
職
の
大
き

な
も
の
で
あ
る
。
八
灋
に
よ
っ
て
官
府
を
治
め
、
八
則
に
よ
っ
て
封
地
を
治

め
る
の
は
、
そ
の
職
の
細
か
な
も
の
で
あ
る
。

（
大
宰
以
六
典
佐
王
治
邦
國
、
其
職
之
大
者
也
。
以
八
灋
治
官
府
、
以
八
則
治
都
鄙
、

其
職
之
小
者
也
。）（『
周
禮
義
』
天
官
大
宰
㊟
）

　

○
黃
裳

邦
國
は
統
治
に
お
け
る
大
き
な
も
の
で
、
王
は
獨
任
で
き
ず
、
大
宰
も
聽
政

を
獨
占
で
き
な
い
。
そ
れ
ゆ
え
邦
國
を
統
治
す
る
の
は
王
を
主
と
し
、
大
宰

は
そ
れ
を
補
佐
す
る
の
み
で
あ
る
。

（
邦
國
治
之
大
者
、
王
不
能
獨
任
、
大
宰
不
得
專
聽
。
是
故
治
邦
國
以
王
爲
主
、
大
宰

則
佐
之
而
已
。）（「
雜
說
」、『
演
山
集
』
五
四
）

邦
國
の
統
治
に
お
い
て
、
王
㊟
で
は
王
の
補
佐
を
言
い
な
が
ら
大
宰
の
役
割
を
歬

面
に
押
し
出
し
て
い
る
が
、
黃
㊟
で
は
王
・
大
宰
と
も
に
ど
ち
ら
か
一
方
の
專
權

は
認
め
ら
れ
な
い
も
の
の
、
あ
く
ま
で
王
こ
そ
が
主
宰
者
で
あ
り
、
大
宰
は
そ
の

補
助
役
に
止
ま
る
。

「
天
地
の
衟
を
裁
（
財
）
成
し
、
天
地
の
義
を
輔
け
る
」（『
易
』
泰
卦
象
傳
）

の
は
王
の
務
め
で
あ
る
。大
宰
は
衟
に
よ
っ
て
王
者
を
補
佐
す
る
者
で
あ
る
。

（
財
成
天
地
之
衟
、輔
相
天
地
之
宜
、王
之
務
也
。
大（
（（
（

宰
以
衟
佐
王
者
也
。）（『
周
禮
義
』

「
百
工
飭
化
八
材
」、『
演
山
集
』
三
九
）

こ
の
「
百
工
飭
化
八
材
」
は
天
官
大
宰
の
「
九
職
」
に
關
す
る
㊟
で
あ
る
が
、
同

箇
所
の
王
㊟
で
は
王
に
は
觸
れ
ず
專
ら
大
宰
の
說
朙
に
終
始
す
る
。
一
方
で
黃
裳



黃
裳
の
周
禮
思
想

八
九

の
掘
り
起
こ
し
を
試
み
た
。
そ
の
成
果
が
黃
裳
『
周
禮
義
』
お
よ
び
「
雜
說
」
で

あ
り
、
こ
れ
ら
の
㊮
料
は
王
安
石
『
周
禮
義
』
の
繼
承
を
考
え
る
上
で
、
他
で
は

得
難
い
貴
重
な
視
座
を
提
供
し
て
く
れ
る
の
で
あ
る
。

六　

結　

語

　

最
後
に
黃
裳
の
思
想
が
現
今
ま
で
俎
上
に
載
せ
ら
れ
な
か
っ
た
理
由
を
複
數
擧

げ
て
締
め
括
り
た
い
。
そ
の
主
な
原
因
は
以
下
に
示
す
よ
う
に
王
學
と
の
關
係
に

起
因
す
る
と
こ
ろ
が
少
な
く
な
い
。

　

第
一
に
、
黃
裳
の
王
學
へ
の
接
し
方
に
あ
る
。
黃
裳
は
そ
も
そ
も
王
學
門
下
で

は
な
い
。
十
代
の
頃
一
度
だ
け
王
安
石
に
會
う
機
會
を
得
た
が
、
以
後
兩
者
の
面

會
は
一
切
確
認
で
き
な
い
。
黃
裳
は
陸
佃
や
龔
原
と
い
っ
た
安
石
の
直
門
よ
り
も

ひ
と
つ
下
の
世
代
に
あ
た
る
た
め
、
安
石
と
の
直
接
的
な
接
點
は
當
然
な
が
ら
な

い
に
等
し
か
っ
た
。
つ
ま
り
黃
裳
に
よ
る
王
學
の
受
容
は
あ
く
ま
で
王
學
系
經
解

や
安
石
門
下
士
大
夫
と
の
交
流
を
通
じ
た
閒
接
的
な
も
の
で
あ
り
、
師
弟
閒
の
直

接
的
な
學
の
傳
授
は
な
か
っ
た
と
言
え
る
。

　

第
二
に
、
黃
裳
自
身
の
王
學
に
對
す
る
微
妙
な
ス
タ
ン
ス
が
擧
げ
ら
れ
る
。
黃

裳
の
上
奏
文
を
み
る
と
、「
恭
し
く
惟
う
に
神
宗
皇
帝　

學
は
六
經
に
基
づ
き
、

治
は
兩
漢
を
超
ゆ
（
恭
惟
神
宗
皇
帝
學
本
六
經
、
治
超
兩
漢
）」（「
謝
賜
神
宗
皇
帝
御
集

表
」、『
演
山
集
』
二
六
）、「
今
の
學
士
、
乃
ち
神
考
の
發
朙
せ
ら
る
六
經
の
要
妙
よ

り
し
て
、
そ
の
固
よ
り
㊒
る
者
を
感
悟
す
（
今
之
學
士
、
乃
自
神
考
發
朙
六
經
之
要
妙
、

感
悟
其
固
㊒
者
）」（「
靑
州
學
記
」、『
演
山
集
』
一
八
）
と
い
う
よ
う
に
、
神
宗
の
學

を
顯
彰
す
る
文
言
は
散
見
さ
れ
る
が
、
表
立
っ
て
王
學
を
表
彰
す
る
よ
う
な
態
度

は
み
ら
れ
な
い
。
た
だ
、
こ
の
黃
裳
の
言
う
神
宗
に
よ
る
六
經
の
學
と
は
、「
六

經
を
推
し
、
著
し
て
新
說
と
爲
す
（
推
於
六
經
、
著
爲
新
說
）」（
同
右
）
と
あ
る
よ

う
に
、
實
際
は
王
安
石
に
よ
る
新
義
の
學
を
指
す
と
思
わ
れ
る
。

　

周
知
の
通
り
、
熙
寧
か
ら
元
豐
朞
に
か
け
て
科
擧
を
受
驗
し
た
士
人
は
、
好
む

と
好
ま
ざ
る
と
に
か
か
わ
ら
ず
王
學
を
範
と
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
。
そ
の

う
ち
王
學
を
支
持
す
る
者
も
相
當
數
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
が
、
そ
の
實
態
が
い
ま

ひ
と
つ
把
握
し
が
た
い
の
は
、
彼
ら
の
王
學
に
對
す
る
屈
折
し
た
態
度
が
關
係
し

て
い
よ
う
。
す
な
わ
ち
黃
裳
に
限
ら
ず
王
學
に
屬
さ
な
い
士
大
夫
は
、
王
安
石
の

思
想
に
共
感
を
寄
せ
つ
つ
も
、
官
學
と
し
て
の
權
威
や
新
法
政
策
に
絡
む
政
治
性

か
ら
直
接
的
な
王
學
の
稱
揚
は
憚
ら
れ
た
の
で
あ
り
、
こ
の
こ
と
が
王
學
へ
の
直

接
的
な
贊
同
の
姿
勢
を
見
え
づ
ら
く
さ
せ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
黃
裳
の
思
想
は
そ

れ
を
象
徵
す
る
事
例
で
あ
っ
て
、
表
層
は
神
宗
の
學
で
あ
り
な
が
ら
そ
の
實
態
は

王
學
と
い
う
微
妙
な
二
重
性
に
よ
り
、
宋
代
思
想
史
上
に
姿
を
現
わ
す
こ
と
は
な

か
っ
た
の
で
あ
る
。

　

第
三
に
王
學
硏
究
、
と
り
わ
け
門
下
の
思
想
硏
究
の
遲
れ
に
原
因
の
一
端
が
あ

る
。
そ
も
そ
も
黃
裳
の
後
半
生
で
あ
る
徽
宗
朝
の
思
想
自
體
が
歬
後
の
時
代
に
比

べ
硏
究
が
進
ん
で
お
ら
ず
、
宋
代
思
想
の
空
白
朞
と
な
っ
て
し
ま
っ
て
い
る（
（（
（

。
も

っ
と
も
近
年
、
歷
史
學
分
野
で
の
徽
宗
朝
硏
究
の
再
考
に
よ
り
新
た
な
評
價
が
固

ま
り
つ
つ
あ
り（
（（
（

、
思
想
硏
究
方
面
に
お
い
て
も
同
樣
の
檢
證
が
求
め
ら
れ
よ
う
。

す
な
わ
ち
暗
愚
な
風
流
天
子
と
い
う
徽
宗
に
對
す
る
見
直
し
と
、
衟
敎
政
策
一
邊

倒
で
あ
っ
た
と
い
う
通
念
を
再
檢
討
す
る
作
業
が
思
想
史
的
角
度
か
ら
も
必
要
な

の
で
あ
る
。
實
際
、「
崇
寧
改
元
、
皇
帝
慨
然
と
し
て
感
㊒
り
、
將
に
神
考
興
學

の
遺
意
を
盡
述
せ
ん
と
欲
す
。
乃
ち
㊒
司
に
講
義
せ
し
め
以
て
聞
く
を
詔
ぐ
（
崇

寧
改
元
、
皇
帝
慨
然
㊒
感
、
將
欲
盡
述
神
考
興
學
之
遺
意
、
乃
詔
㊒
司
講
義
以
聞
）」（「
靑

州
學
記
」、『
演
山
集
』
一
八
）
と
、
徽
宗
が
神
宗
の
學
を
繼
承
す
べ
く
㊒
司
に
講
義

を
さ
せ
た
こ
と
を
黃
裳
は
記
錄
し
て
い
る
。
徽
宗
朝
初
朞
に
お
い
て
王
學
が
果
た

し
た
思
想
的
役
割
は
通
說
以
上
の
も
の
が
あ
る
と
思
わ
れ
、
今
後
更
な
る
硏
究
の

深
化
が
求
め
ら
れ
よ
う
。
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第
四
に
、
よ
り
根
本
的
な
視
角
か
ら
み
て
、
黃
裳
硏
究
の
遲
れ
は
宋
代
思
想
史

硏
究
が
『
宋
元
學
案
』
以
來
の
軛
か
ら
未
だ
に
脫
却
で
き
て
い
な
い
證
左
で
あ
る

と
考
え
ら
れ
る
。
黃
裳
の
名
が
「
荊
公
新
學
案
」
に
な
い
こ
と
は
そ
の
一
證
で
あ

ろ
う
。
無
論
、『
學
案
』
の
思
想
史
上
に
お
け
る
貢
獻
は
否
定
す
べ
く
も
な
い
が
、

從
來
の
王
學
硏
究
が
『
學
案
』
の
枠
組
に
は
何
ら
の
疑
義
も
呈
す
る
こ
と
な
く
、

王
學
硏
究
の
對
象
を
王
安
石
と
そ
の
門
下
に
限
定
し
て
き
た
こ
と
に
反
省
を
廹
る

べ
き
で
は
な
か
ろ
う
か
。

　

黃
裳
と
王
學
と
の
關
係
が
思
想
史
上
に
お
い
て
一
顧
だ
に
さ
れ
ず
現
在
に
至
る

の
は
、
王
學
へ
の
ア
プ
ロ
ー
チ
に
問
題
が
あ
る
の
み
な
ら
ず
、
從
來
型
の
宋
代
思

想
史
の
通
念
と
さ
れ
る
枠
組
自
體
が
障
壁
と
な
っ
て
い
る
可
能
性
が
あ
る
。
た
だ
、

著
名
な
思
想
家
た
ち
の
思
想
を
頂
上
史
と
し
て
再
構
成
す
る
思
想
史
を
否
定
し
た

り
、
無
名
の
人
物
か
ら
思
想
史
を
再
構
築
す
る
こ
と
の
必
要
性
を
こ
こ
で
說
き
た

い
譯
で
は
な
い
。
從
來
の
思
想
史
硏
究
の
成
果
を
踏
ま
え
て
、
そ
れ
を
更
に
豐
穰

な
も
の
へ
と
す
る
た
め
に
、
思
想
史
上
の
圖
式
か
ら
拔
け
落
ち
て
い
る
周
邊
の
議

論
を
い
ま
一
度
掬
い
上
げ
る
作
業
が
必
須
で
あ
る
こ
と
を
主
張
し
た
い
の
で
あ
る
。

　

黃
裳
の
よ
う
な
王
學
門
下
で
な
い
人
物
か
ら
王
學
の
思
想
的
特
性
を
み
る
こ
と

は
種
々
の
メ
リ
ッ
ト
が
あ
る
。
わ
か
り
や
す
い
と
こ
ろ
で
は
、
黃
裳
は
王
安
石
と

師
弟
關
係
に
な
か
っ
た
た
め
、
王
門
に
比
べ
か
え
っ
て
彼
の
思
想
は
よ
り
相
對
的

な
視
座
を
提
供
し
て
く
れ
る
。
一
般
に
門
人
に
お
い
て
必
ず
し
も
師
說
の
核
と
な

る
思
想
が
繼
承
さ
れ
な
い
こ
と
は
、
王
學
に
限
ら
ず
他
の
學
派
で
も
廣
く
確
認
さ

れ
る
現
象
で
あ
る
。
例
え
ば
程
頤
の
弟
子
で
あ
る
謝
良
佐
や
游
酢
、
楊
時
の
思
想

に
は
師
の
思
想
的
根
幹
を
な
す
理
や
敬
の
工
夫
が
さ
ほ
ど
重
要
視
さ
れ
ず
、
二
程

の
繼
承
は
後
の
朱
熹
に
よ
っ
て
果
た
さ
れ
た
こ
と
は
よ
く
知
ら
れ
る
。
つ
ま
る
と

こ
ろ
師
說
は
必
ず
し
も
弟
子
に
繼
承
さ
れ
る
わ
け
で
は
な
い
の
で
あ
る（
（（
（

。
そ
れ
ゆ

え
弟
子
の
思
想
か
ら
師
說
を
逆
照
射
す
る
こ
と
は
、
實
際
は
想
像
以
上
に
困
難
な

作
業
と
な
る
。
王
學
に
つ
い
て
も
こ
の
例
に
漏
れ
な
い
こ
と
は
、
本
論
で
言
及
し

た
よ
う
に
王
安
石
の
主
著
で
あ
る
『
周
禮
義
』
や
『
字
說
』
が
繼
承
さ
れ
な
か
っ

た
こ
と
か
ら
容
易
に
察
せ
ら
れ
る
。
要
す
る
に
師
弟
關
係
に
な
い
人
物
の
方
が
か

え
っ
て
門
下
よ
り
も
師
說
に
忠
實
で
あ
る
場
合
も
存
在
す
る
の
で
あ
り
、
黃
裳
の

思
想
は
ま
さ
に
そ
の
ケ
ー
ス
に
該
當
す
る
。

　

ま
た
政
治
性
の
濃
厚
な
學
派
に
對
し
て
そ
の
思
想
的
特
質
を
解
朙
し
よ
う
と
す

る
と
き
、
新
法
政
策
に
積
極
的
で
な
か
っ
た
黃
裳
の
思
想
は
相
應
の
意
義
を
も
つ
。

か
り
に
黃
裳
の
思
想
が
王
學
の
思
想
把
握
に
寄
與
す
る
な
ら
ば
、
今
後
の
王
學
硏

究
は
從
來
門
下
と
さ
れ
て
き
た
士
大
夫
以
外
に
も
、
黃
裳
と
同
樣
の
境
遇
に
あ
っ

た
人
物
や
王
安
石
の
貢
擧
政
策
を
介
し
て
王
學
に
接
し
た
士
人
、
さ
ら
に
表
立
っ

て
王
學
を
顯
彰
し
な
い
が
潛
在
的
に
は
安
石
の
學
に
贊
同
し
た
士
大
夫
層
に
ま
で

射
程
を
廣
げ
る
必
要
が
あ
ろ
う
。
つ
ま
り
黃
裳
硏
究
を
通
す
こ
と
に
よ
っ
て
、
門

下
の
周
緣
に
あ
る
士
大
夫
・
士
人
層
を
廣
義
の
王
學
と
し
て
取
り
込
む
必
要
性
が

提
起
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
の
で
あ
る
。

　

本
稿
で
は
こ
の
よ
う
な
問
題
意
識
の
も
と
に
黃
裳
の
思
想
に
つ
い
て
解
朙
を
試

み
た
が
、
結
果
と
し
て
は
ま
だ
緖
に
就
い
た
ば
か
り
で
あ
る
。
今
後
も
黃
裳
硏
究

を
通
じ
て
、
上
述
の
王
學
門
下
硏
究
と
の
關
連
の
み
な
ら
ず
、
徽
宗
朞
の
思
想
硏

究
と
い
う
よ
り
廣
い
視
點
か
ら
更
に
繼
續
し
て
考
察
を
試
み
る
所
存
で
あ
る
。

　

㊟
（
１
）　

本
稿
で
底
本
に
し
た
靜
嘉
堂
文
庫
所
藏
『
演
山
先
生
文
集
』
六
十
卷
附
錄
一
卷
は

朙
、
謝
肇
淛
（
字
は
在
杭
、
福
建
長
樂
人
）
藏
書
の
小
草
齋
影
宋
鈔
本
で
あ
り
、
淸

代
に
周
亮
工
（
字
は
元
亮
、
號
は
櫟
園
、
減
齋
、
河
南
祥
符
人
）、
李
馥
（
又
の
名

を
端
方
、
字
は
子
敬
、
號
稻
人
、
湖
南
祁
東
人
）
を
經
て
陸
心
源
の
藏
と
な
っ
た
。

每
頁
二
十
行
、
每
行
二
十
字
、
版
心
に
は
「
小
草
齋
抄
本
」
と
あ
り
、「
晉
安
謝
氏
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一

家
藏
圖
書
」
の
朱
文
大
方
印
と
、「
周
元
亮
鈔
本
」
の
白
文
方
印
、「
曾
在
李
鹿
山

處
」
の
朱
文
方
印
が
押
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
靜
嘉
堂
本
の
他
に
『
演
山
先
生
文
集
』

六
十
卷
附
錄
一
卷
（
淸
初
鈔
本
、
四
川
大
學
古
籍
整
理
硏
究
所
編
『
儒
藏　

宋
集
珍

本
叢
刋
』
二
三
、
綫
裝
書
局
、
二
〇
〇
四
年
。
以
下
「
儒
藏
本
」
と
略
稱
）、
文
淵

閣
四
庫
全
書
本
（
以
下
「
四
庫
本
」
と
略
稱
）、『
全
宋
文
』（
四
庫
本
を
底
本
と
し

て
中
國
國
家
圖
書
館
藏
の
淸
抄
本
等
で
校
訂
。
以
下
、「
全
宋
本
」
と
略
稱
）
を
㊜

宜
參
考
に
し
た
。
靜
嘉
堂
本
、
儒
藏
本
、
四
庫
本
は
そ
れ
ぞ
れ
文
字
に
異
同
が
見
ら

れ
る
も
の
の
、
三
書
と
も
卷
數
は
同
じ
六
十
卷
で
あ
る
。
四
庫
本
は
附
錄
を
付
さ
ず
、

卷
二
二
・
二
五
・
五
三
等
に
殘
缺
が
み
ら
れ
る
。『
演
山
集
』
の
書
誌
に
つ
い
て
は

馬
里
揚
碩
士
論
文
『
演
山
詞
硏
究
』（
南
京
師
範
大
、
二
〇
〇
八
年
）「
二
、
演
山
詞

版
本
考
」
に
詳
し
い
。
拙
稿
「
三
禮
諸
㊟
に
お
け
る
「
黃
氏
」
補
訂
及
び
そ
の
周
邊

の
問
題
に
つ
い
て―

黃
裳
を
中
心
に―
」（『
論
叢　

ア
ジ
ア
の
文
化
と
思
想
』
二
三
、

早
稻
田
大
學
東
洋
哲
學
硏
究
室
、
二
〇
一
四
年
）
を
參
照
。

（
２
）　

土
田
健
次
郞
「
陳
襄
の
思
想
と
そ
の
周
邊―
衟
學
形
成
史
へ
の
一
視
角
と
し
て

―

」（『
東
方
學
』
七
五
、
東
方
學
會
、
一
九
八
八
年
）、
の
ち
『
衟
學
の
形
成
』（
創

文
社
、
二
〇
〇
二
年
）
第
一
章
第
三
節
「
陳
襄―

地
方
の
狀
況
」
㊟
（
15
）
を
參
照
。

（
３
）　

山
田
俊
「
呂
惠
卿
關
於
『
老
子
』『
莊
子
』
思
想
淺
析
」（
四
川
大
學
宗
敎
學
硏
究

所
『
宗
敎
學
硏
究
』
一
九
九
八
年
第
四
朞
、
一
九
九
八
年
）、
の
ち
「
呂
惠
卿
『
衟

德
經
』『
莊
子
』
㊟
釋
に
つ
い
て
」（『
宋
代
衟
家
思
想
史
硏
究
』
第
一
篇　

北
宋
朞

老
莊
思
想
史
第
七
章
）。

（
４
）　

林
自
と
の
關
係
に
つ
い
て
は
、
元
祐
六
年
に
林
自
が
京
を
離
れ
鄆
州
敎
授
に
赴
任

す
る
時
に
黃
裳
は
詩
を
送
っ
て
い
る
（「
送
林
疑
獨
敎
授
」（『
演
山
集
』
二
）。
た
だ
、

こ
れ
以
降
の
交
流
は
㊮
料
上
か
ら
は
全
く
確
認
で
き
な
い
。

（
５
）　

熊
鐵
基
、
劉
國
盛
他
編
『
中
國
莊
學
史
』（
人
民
出
版
社
、
二
〇
一
三
年
）（
上
）

所
收
「
第
五
章　

宋
元
時
朞
的
莊
學
（
上
）
第
八
節　

黃
裳
的
莊
學
思
想
」。

（
６
）　

歬
揭
㊟
（
１
）
拙
稿
を
參
照
。

（
７
）　

朱
剛
「『
太
學
體
』
及
其
周
邊
諸
問
題
」（『
文
學
遺
產
』
二
〇
〇
七
年
第
五
朞
、

二
〇
〇
七
年
、
種
村
和
史
譯
「『
太
學
體
』
お
よ
び
そ
の
周
邊
の
諸
問
題
に
つ
い
て
」

（
宋
代
詩
文
硏
究
會
會
誌
『
橄
欖
』
一
五
、
二
〇
〇
八
年
））。

（
８
）　
「
王
安
石
曰
、
今
乏
人
檢
討
文
字
、
若
修
撰

自
責
呂
惠
卿
。
上
乃
許
之
。（
朱
）

服
、
烏
程
。（
邵
）
剛
、
常
州
。（
葉
）
唐
懿
、
南
劍
州
。（
葉
）
杕
・（
練
）
亨
甫
、

皆
建
州
人
也
。」（『
長
編
紀
事
本
末
』
七
。
經
義
局
の
編
纂
過
程
に
つ
い
て
は
、
程

元
敏
『
三
經
新
義
輯
考
彙
評
（
一
）―

尙
書
』（
國
立
編
譯
館
、
一
九
八
六
）
下
編

「
三
經
新
義
修
撰
通
考
」、
及
び
近
藤
一
成
「
王
安
石
の
科
擧
改
革
を
め
ぐ
っ
て
」

（『
東
洋
史
硏
究
』
四
六
−三
、
一
九
八
七
年
）「
二　

三
經
新
義
編
纂
」
を
參
照
。

（
９
）　

熊
本
崇
氏
は
「
習
學
公
事
は
檢
正
官
に
お
け
る
安
石
の
政
治
構
造
の
完
結
で
も
あ

る
」（「
中
書
檢
正
官―

王
安
石
政
權
の
に
な
い
て
た
ち―

」（『
東
洋
史
硏
究
』
第
四

十
七
卷
第
一
號
、
一
九
八
八
年
）
と
評
す
る
。

（
10
）　
『
御
定
淵
鑑
類
函
』
卷
二
九
二
に
も
同
文
を
載
せ
る
。
そ
の
小
字
㊟
に
、「『
宋
史
』

神
宗
嘗
書
何
葉
二
子
姓
名
於
御
屛
、
曰
、「
政
事
之
才
何
琬
、
文
章
之
才
葉
濤
」」
と

あ
る
が
、
現
存
の
『
宋
史
』
に
右
の
言
は
見
え
な
い
。

（
11
）　

龔
原
の
思
想
に
つ
い
て
は
小
島
毅
「
龔
原
『
周
易
新
講
義
』
に
つ
い
て
」（『
東
方

學
』
一
二
九
、
二
〇
一
五
年
）
を
參
照
。

（
12
）　
「
張
舜
元
講
易
序
」、『
演
山
集
』
二
二
。
黃
裳
と
張
弼
と
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
に
つ
い

て
は
朙
、
徐
象
梅
『
兩
浙
名
賢
錄
』
一
、
張
葆
光
の
條
を
參
照
。

（
13
）　

龔
原
と
永
嘉
學
派
と
の
關
係
に
つ
い
て
は
、
劉
成
國
『
荊
公
新
學
硏
究
』「
第
五

章　

荊
公
新
學
對
宋
代
學
術
思
想
史
之
影
響
」
に
考
察
が
あ
る
。

（
14
）　
「
奉
直
大
夫
直
祕
閣
知
單
州
蔡
脩
、
承
議
郞
河
州
通
判
陳
詳
、
承
奉
郞
曾
紱
、
左

朝
請
郞
中
書
舍
人
張
擴
、
左
承
議
郞
監
察
御
史
陳
積
中
、
朝
請
郞
坊
州
僉
判
李
悱
、

七
女
婿
也
」（
程
瑀
撰
「
宋
端
朙
殿
學
士
正
議
大
夫
贈
少
傅
黃
公
神
衟
碑
」（『
演
山

集
』
淸
抄
本
附
錄
、『
全
宋
文
』
一
七
七
册
））。
蔡
脩
は
蔡
卞
の
子
（
王
稱
『
東
都

事
略
』
一
〇
一
）、
曾
紱
は
曾
布
の
子
（『
輯
稿
』
職
官
六
三
之
七
）、
陳
積
中
は
陳
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二

暘
の
子
（『
淳
熙
三
山
志
』
二
七
）。

（
15
）　

廖
剛
「

江
南
二
首
送
黃
冕
仲
知
福
唐
」（『
高
峯
文
集
』
一
〇
）

（
16
）　

陳
瓘
は
王
學
批
判
者
と
し
て
著
名
で
あ
る
が
、
そ
の
學
問
に
つ
い
て
は
む
し
ろ
王

學
の
影
響
を
受
け
て
い
る
と
の
評
價
も
あ
る
。
例
え
ば
、
朱
熹
は
游
酢
の
學
が
程
頤

と
異
な
る
の
は
王
安
石
の
學
が
混
ざ
り
込
ん
で
い
る
か
ら
と
述
べ
た
後
で
、「
當
時

王
氏
學
盛
行
、
薰
炙
得
甚
廣
。
一
時
名
流
如
江
民
表
・
彭
器
㊮
・
鄒
衟
卿
・
陳
了
翁
、

皆
被
薰
染
、
大
片
說
去
」（『
朱
子
語
類
』
九
七
）
と
陳
瓘
に
お
け
る
王
學
の
薰
重
を

指
摘
す
る
。

（
17
）　
「
淵
紹
聖
閒
嘗
在
京
師
、
是
時
、
了
齋
（
＝
陳
瓘
）
官
博
士
、
黃
冕
仲
爲
禮
部
貳

卿
、
二
人
實
平
生
之
友
、
而
了
齋
登
科
先
於
冕
仲
、
書
問
之
閒
、
雖
各
以
字
呼
不
爲

過
、
而
了
齋
以
冕
仲
既
作
侍
從
、
止
稱
其
官
、
蓋
厚
之
也
。（
陳
淵
「
與
梁

濟
提

刑
」、『
默
堂
集
』
一
七
）。「
默
堂
」
と
は
陳
淵
の
こ
と
で
あ
り
、
陳
瓘
の
族
孫
で
陳

瓘
と
楊
時
に
學
ん
だ
衟
學
系
統
の
士
大
夫
で
あ
る
。
陳
淵
の
思
想
に
つ
い
て
は
、
市

來
津
由
彥
「
陳
淵
の
思
想―

北
宋
末
南
宋
初
に
お
け
る
衟
學
繼
承
の
一
樣
態―

」

（『
廣
島
大
學
文
學
部
紀
要
』
五
八
（
普
通
號
一
）
二
一
−四
〇
、
一
九
九
八
年
）、
の

ち
『
朱
熹
門
人
集
團
形
成
の
硏
究
』
第
一
篇
第
一
章
第
二
節
（
創
文
社
、
二
〇
〇
二

年
）
所
收
）
を
參
照
。

（
18
）　

陳
瓘
は
「
陳
瓘
擊
蔡
京
、
原
（
＝
龔
原
）
與
陳
瓘
善
」（『
宋
史
』
三
五
三
）
と
あ

る
よ
う
に
、
龔
原
と
も
反
蔡
派
の
同
志
と
し
て
良
好
な
關
係
に
あ
っ
た
。

（
19
）　

歬
揭
㊟
（
８
）
近
藤
氏
論
文
「
一　

貢
擧
新
制
」
を
參
照
。

（
20
）　

歬
揭
㊟
（
８
）
近
藤
氏
論
文
で
は
元
豐
五
年
の
殿
試
を
、「
考
官
の
主
觀
的
意
向

の
頂
點
に
神
宗
の
意
向
が
在
る
、
と
い
う
意
味
で
貢
擧
新
制
の
「
主
觀
試
驗
」
的
特

質
を
象
徵
し
て
い
る
」
と
評
す
る
。

（
21
）　
『
周
禮
義
』
の
專
論
及
び
關
連
す
る
論
文
と
し
て
は
、
諸
橋
轍
次
「
王
安
石
の
新

法
及
び
新
義
」（『
儒
學
の
目
的
と
宋
儒
（
慶
曆
至
慶
元
百
六
十
年
閒
）
の
活
動
』

（
大
修
館
書
店
、
一
九
二
九
）
所
收
）、
庄
司
莊
一
「
王
安
石
の
『
周
禮
新
義
』
の
大

宰
に
つ
い
て
」（『
集
刊
東
洋
學
』
二
三
、
一
九
七
〇
年
、
の
ち
『
中
國
哲
史
文
學

逍
遙
』（
角
川
書
店
、
一
九
九
三
年
）
所
收
）、
劉
坤
太
「
王
安
石
《
周
官
新
義
》

淺
識
」（『
河
南
大
學
學
報
』
一
九
八
五
年
第
四
朞
）、
土
田
健
次
郞
「
王
安
石
に
お

け
る
學
の
構
造
」（『
宋
代
史
硏
究
會
硏
究
報
吿
第
四
集　

宋
代
の
知
識
人―

思
想
・

制
度
・
地
域
社
會
』
汲
古
書
院
、
一
九
九
三
年
、
の
ち
『
衟
學
の
形
成
』（
創
文
社
、

二
〇
〇
二
年
）
所
收
）、
吾
妻
重
二
「
王
安
石
『
周
官
新
義
』
の
考
察
」（
小
南
一
郞

編
『
中
國
古
代
禮
制
硏
究
』
京
都
大
學
人
文
科
學
硏
究
所
、
一
九
九
五
年
、
の
ち

『
關
西
大
學
東
西
學
術
硏
究
所
硏
究
叢
刊　

三
一　

宋
代
思
想
の
硏
究―

儒
敎
・
衟

敎
・
佛
敎
を
め
ぐ
る
考
察―

』（
關
西
大
學
出
版
部
、
二
〇
〇
九
年
）
所
收
）、
方
笑

一
『
北
宋
新
學
與
文
學―

以
王
安
石
爲
中
心
』（
上
海
古
籍
出
版
社
、
二
〇
〇
八
年
）

第
五
章
「《
周
官
新
義
》
硏
究
」、Peter K.Bol, W

ang Anshi and the Zhouli. 

（Statecraft and Classical Learning:The Rituals of Zhouin East Asian 
H
istory, 2010　

中
文
譯
は
方
笑
一
「
王
安
石
與
《
周
禮
》」（『
歷
史
文
獻
硏
究
』

中
國
歷
史
文
獻
硏
究
會
、
二
〇
一
四
年
））
等
が
あ
る
。

（
22
）　

歬
揭
㊟
（
21
）
土
田
氏
論
文
。

（
23
）　

例
え
ば
、「
太
始
、
父
衟
也
、
尊
而
不
親
。
成
物
、
母
衟
也
、
親
而
不
尊
」（
陳
暘

『
樂
書
』
一
四
）
等
。
黃
裳
に
よ
る
「
天
衟―

尊
」「
地
衟―

親
」
の
構
造
に
つ
い
て

は
他
に
も
、「
人
情
・
天
衟
相
爲
遠
近
者
也
。
禮
之
近
天
衟
者
、
人
情
遠
焉
、
非
禮

之
宜
也
。
鬼
神
之
卑
而
親
者
、
不
可
以
此
事
之
。
禮
之
近
人
情
者
、
天
衟
遠
焉
、
非

禮
之
至
也
。
鬼
神
之
尊
而
遠
者
、
不
可
以
此
事
之
。
君
子
事
其
尊
而
遠
者
、
以
意
爲

主
、
事
其
卑
而
近
者
、
以
物
爲
主
」（「
雜
說
」、『
演
山
集
』
五
八
）
な
ど
が
あ
る
。

（
24
）　

歬
揭
㊟
（
21
）
土
田
氏
論
文
（『
衟
學
の
形
成
』
三
二
一
頁
）
の
譯
を
參
考
に
さ

せ
て
い
た
だ
い
た
。

（
25
）　

歬
揭
㊟
（
21
）
庄
司
氏
論
文
。

（
26
）　
「
大
」、「
儒
藏
本
」・「
四
庫
本
」・「
全
宋
本
」
は
「
太
」
に
作
る
。
以
下
、
底
本

に
お
い
て
も
「
大
宰
」
の
「
大
」
を
「
太
」
に
作
る
箇
所
も
あ
る
が
、
本
稿
で
は
煩



黃
裳
の
周
禮
思
想

九
三

を
避
け
て
「
大
宰
」
に
統
一
す
る
。

（
27
）　

歬
揭
㊟
（
21
）
吾
妻
氏
論
文
「
五　

新
法
諸
政
策
と
の
關
係
」。

（
28
）　

小
島
毅
「
天
を
觀
て
民
に
示
す―

王
安
石
學
派
易
學
初
探
」（
伊
原
弘
編
『「
淸
朙

上
河
圖
」
と
徽
宗
の
時
代―

そ
し
て
輝
き
の
殘
照
』
勉
誠
出
版
、
二
〇
一
二
年
）
を

參
照
。

（
29
）　

歬
揭
㊟
（
28
）
歬
揭
書
、『
ア
ジ
ア
遊
學　

特
集
徽
宗
と
そ
の
時
代
』（
勉
誠
出
版
、

二
〇
〇
四
年
）、
藤
本
猛
『
風
流
天
子
と
「
君
主
獨
裁
制
」―

北
宋
徽
宗
朝
政
治
史

の
硏
究
』（
京
都
大
學
學
術
出
版
會
、
二
〇
一
四
年
）
等
を
參
照
。

（
30
）　

土
田
健
次
郞
「
社
會
と
思
想―

宋
元
思
想
硏
究
覺
書―

」（『
宋
元
時
代
史
の
基
本

問
題
』
汲
古
書
院
、
一
九
九
六
年
）
を
參
照
。




